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花
車
を
め
ぐ
る
考
察

―
図
像
の
変
遷
を
中
心
に
―

細
　
川
　
明
日
香

論
文
要
旨

本
稿
は
、
花
車
の
起
源
と
花
車
図
の
成
立
、
図
像
や
意
味
の
変
遷
を
論
ず
る
も

の
で
あ
る
。

花
車
図
と
は
、
花
車
す
な
わ
ち
、
花
々
を
積
ん
だ
大
八
車
を
表
わ
す
も
の
で
あ

る
。
こ
の
図
像
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
見
ら
れ
、
そ
の
作
例
は
優
に
一
〇
〇
を
超

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
の
起
源
や
出
現
、
成
立
時
期
は
詳

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
図
像
の
変
遷
を
追
い
、
そ
の
変
容
に
つ
い
て
述

べ
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
花
車
図
の
出
現
・
成
立
当
初
の
作
例
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
未
だ
見
解
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
花
車
の
起
源
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ

る
。
次
に
、
花
車
図
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
寛
永
年
間
か
ら
、
お
よ
そ
二
五
〇
年

後
の
一
九
世
紀
末
ま
で
に
表
さ
れ
た
花
車
図
を
三
つ
の
時
期
に
わ
け
、
そ
の
変
遷

を
辿
る
。
最
終
的
に
は
各
時
期
の
特
徴
を
析
出
し
、
機
能
及
び
受
容
の
様
態
の
変

化
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド【
花
車
、
図
像
学
、
媒
体
と
場
、
江
戸
時
代
、
聖
】

一
、
は
じ
め
に

目
に
も
美
し
く
、
鮮
や
か
な
花
を
い
っ
ぱ
い
に
積
ん
だ
車
―
そ
れ
が
花
車
で

あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
祇
園
祭
の
花
傘
行
列
や
、
池
坊
旧
七
夕
会
の
行
列

で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
の
は
、
こ
れ
ら
花
車
を

図
像
化
し
た「
花
車
図
」で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
外
国
人
向
け
の
土
産
物

や
、
振
袖
の
文
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
花
車
を
表
し
た
作
例
は
多
く
、

そ
の
数
は
優
に
一
〇
〇
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
図
像
の
全
容
は
現
在

に
至
る
ま
で
、
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
花
車
、
花
車
図
を
主
に
扱
っ
た
先

行
研
究
は
、
吉
田
光
邦
氏「
御
所
車
と
花
車
」（
一
九
七
〇
年
）
（
１
）、
植
木
朝
子
氏

「「
花
車
」考
―
能
・
小
歌
・
意
匠
の
交
響
―
」（
二
〇
〇
一
年
）
（
２
）、
口
井
知
子
氏「
江

戸
時
代
に
お
け
る
花
車
の
流
行
と
そ
の
起
源
」（
二
〇
〇
六
年
）
（
３
）の
三
本
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
や
諸
解
説
に
お
い
て
、
そ
の
関
心
の
多
く
は
、
花
車

の
起
源
に
注
が
れ
て
い
る
。
植
木
氏
、
口
井
氏
の
論
文
で
い
く
つ
か
作
例
の
紹

介
が
さ
れ
て
い
る
が
、
花
車
図
の
変
遷
を
辿
る
も
の
、
図
像
や
享
受
者
、
意
味

の
変
容
に
つ
い
て
論
及
す
る
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
花
車

(1)
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図
の
作
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
出
現
・
成
立
を
探
り
、
そ
の
上
で
花
車

の
起
源
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
次
に
、
図
像
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
各

時
期
の
特
徴
を
析
出
し
、
機
能
及
び
受
容
の
様
態
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
花
車
の
起
源
と
花
車
図
の
出
現
・
成
立

花
車
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

一
、
花
を
贈
答
す
る
風
習
と
祇
園
祭
の
鉾
に
飾
ら
れ
た「
だ
し
花
」
が

結
び
つ
い
た
と
す
る
説
（
４
）

一
、
御
所
車
と
花
籠
を
組
み
合
わ
せ
た
と
す
る
説
（
５
）

一
、『
開
元
天
宝
遺
事
』に
書
か
れ
た「
移
春
檻
」を
表
し
た
と
す
る
説
（
６
）

一
、
中
国
の
女
仙
、
藍
采
和
の
持
ち
物
で
あ
る
花
籠
と
す
る
説
（
７
）

一
、
宮
中
の
前
栽
な
ど
を
台
や
輿
に
載
せ
、
曳
き
ま
わ
し
た
と
す
る
説
（
８
）

な
ど
諸
説
あ
る
が
、
見
解
の
一
致
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

表
さ
れ
た
花
車
図
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
起
源
に
迫
ろ
う
と
思
う
。
方
法

と
し
て
、
ま
ず
は
花
車
、
花
車
図
の
定
義
を
行
い
、
花
車
図
の
出
現
・
成
立
を

探
る
。
さ
ら
に
花
車
図
成
立
当
初
の
作
例
の
特
徴
か
ら
起
源
を
析
出
す
る
。

二
―
一
、
花
車
、
花
車
図
の
定
義

「
花
車
図
」
と
は
文
字
通
り「
花
車
を
表
し
た
図
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も

そ
も「
花
車
」と
呼
ば
れ
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
挙
げ
た
三
本
の
論
文
で
は
、「
花
車
」
の
定
義
は
さ
れ
て
い
な
い
。『
い
け

ば
な
辞
典
』
に
は
、「
花
車　

花
を
い
っ
ぱ
い
盛
っ
た
籠
を
積
ん
だ
車
の
こ
と
」
（
９
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
作
例
を
眺
め
て
い
る
と
、「
紅
紫
段
花
車
破
格
子
模

様
厚
板
唐
織
」【
図
１
】に
見
ら
れ
る
よ
う
な
籠（
花
器
）を
持
た
ず
、
花
に
直
接

車
輪
を
つ
け
た
形
の
も
の
も
あ
り
、
こ
の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
次
の
よ
う
に
花
車
、
花
車
図
を
定
義
す
る
。

花
車　

 

車
輪
と
草
花
を
持
ち
、
そ
れ
ら
が
密
接
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い

る
も
の（
た
だ
し
、
車
輪
は
花
木
の
下
部
に
あ
る
こ
と
）

花
車
図　

花
車
を
表
し
た
図

こ
れ
に
則
し
、
以
降
作
品
の
検
討
を
行
う
。

二
―
二
、
花
車
図
の
出
現
・
成
立

文
献
の
な
か
で
は
、
一
九
〇
九
年
の『
京
都
帝
室
博
物
館
大
和
絵
特
別
陳
列

目
録
』）

10
（

に
、土
佐
行
廣（
一
四
〇
六
年
〜
一
四
五
一
年
）作
の「
花
車
図
屏
風
」が
、

木
村
探
元（
一
六
七
九
年
〜
一
七
六
七
年
）
の『
三
暁
庵
雑
志
』）

11
（

に
、
狩
野
元
信

（
一
四
七
六
年
〜
一
五
五
九
年
）作
の「
花
車
図
屏
風
」が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
例
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
記
述

も
あ
っ
て
か
、
花
車
図
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
と
幅
が
あ
る
。
筆
者
は
一
〇
〇
を
超
え
る
花
車
図
の
図
版
を

収
集
、
検
討
を
し
た
が
、
制
作
年
代
が
江
戸
時
代
よ
り
前
と
断
定
で
き
る
作
例

は
無
く
、
年
代
が
分
か
る
最
も
古
い
作
例
は
、
一
六
三
四
年
に
狩
野
派
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
名
古
屋
城
上
洛
殿
廊
下
の「
花
車
図
杉
戸
絵
」（
名
古
屋
城
本
）【
図
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２
】
で
あ
っ
た
。
花
車
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
、
筆
者
と
同
じ
見
解
を
示
す
の

は
、
源
豊
宗
氏
、
口
井
氏
の
も
の
で
あ
る
。
源
氏
は「
所
謂
桃
山
百
隻
の
中
に
は

花
車
の
屏
風
が
あ
つ
た
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
吾
人
の
寡
聞
な
る
未
だ
充
分
に
桃

山
時
代
の
作
と
し
て
信
を
措
く
に
足
り
る
も
の
を
知
ら
な
い（
後
略
））

12
（

」
と
し
、

口
井
氏
は
、「
染
織
に
お
け
る
花
車
文
の
発
生
時
期
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
室
町

時
代
、
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
と
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
及
ぶ

限
り
現
存
す
る
染
織
品
で
江
戸
時
代
以
前
の
作
例
は
見
当
た
ら
な
い）

13
（

 

」と
述
べ

て
い
る
。

植
木
氏
は
言
語
の
観
点
か
ら
、
花
車
を
検
討
し
て
い
る
。
以
下
、
当
該
箇
所

を
抜
粋
、
要
約
す
る
。

花
車
と
い
う
言
葉
は
中
世
後
期
に
な
る
ま
で
文
献
で
見
る
こ
と
は
で
き

ず
、
単
語
と
し
て
辞
書
類
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
一
六
〇
三
年
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
時
の「
花
車
」の
意
味
は
、「
花
見
の
車
」と
い
う
意
味
で
あ

り
、
次
い
で「
豪
華
に
飾
り
立
て
ら
れ
た
車
」と
い
う
意
味
が
加
わ
っ
た
。

「
実
際
の
花
で
飾
ら
れ
た
車
」と
い
う
言
葉
と
図
像
が
結
び
つ
い
た
の
は

一
六
六
三
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。）

14
（

こ
の
記
述
か
ら
考
え
る
と
、
一
六
〇
三
年
か
ら
一
六
六
三
年
の
間
、
つ
ま
り

江
戸
時
代
の
早
い
時
期
に
花
車
と
い
う
言
葉
と
図
像
の
一
致
が
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
作
例
と
思
わ
れ
る
花
車
図
は
、
名
古
屋
城
、

知
恩
院
、
青
蓮
院【
図
３
】、
西
本
願
寺【
図
４
】の「
花
車
図
杉
戸
絵
」、
真
正
極

楽
寺
の「
花
車
図
屏
風
」【
図
５
】で
あ
る
。
名
古
屋
城
本
は
一
六
三
四
年（
寛
永

一
一
年
）、
知
恩
院
本
、
西
本
願
寺
本
は
特
定
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
花
車
図
が

あ
る
知
恩
院
大
方
丈
は
一
六
四
一
年（
寛
永
一
八
年
）、
西
本
願
寺
は
寛
永
年
間

の
造
営
と
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
杉
戸
絵
が
描
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
青
蓮
院
本
は
一
六
八
二
年
頃
、
真
正
極
楽

寺
本
は
こ
れ
ら
杉
戸
絵
か
ら
少
し
遅
れ
て
描
か
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
六
七
七
年
に
は
、
修
学
院
離
宮
の
釘
隠
に
花
車
が
採
用
さ
れ
て
い
る

（「
花
車
七
宝
釘
隠
」）。
こ
れ
ら
の
作
例
か
ら
、
花
車
図
の
出
現
は
寛
永
年
間
と

す
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
寛
永
年
間
は
、
桃
山
時
代
に
起
こ
る
風
俗
画
か
ら
派

生
し
て
、
西
本
願
寺
の
天
井
に
描
か
れ
た
太
鼓
や
書
物
、
二
条
城
の
杉
戸
に
描

か
れ
た
菊
と
芙
蓉
の
花
籠
図
、
根
津
美
術
館
本
他
多
く
の
作
例
が
あ
る「
誰
が

袖
図
屏
風
」
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
器
物
、
西
洋
美
術
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
い
わ
ゆ
る
静
物
画）

15
（

」が
好
ん
で
描
か
れ
た
時
期
で
あ
る
。

花
車
図
の
成
立
を
助
け
た
も
の
の
一
つ
に
、
立
花
図
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
室
町
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
立
花
図
は
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
大
量
な
花
を
単

独
で
描
く
点
で
花
車
図
と
類
似
し
て
い
る
。
花
は
立
花
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

形
式
的
な
入
れ
ら
れ
方
で
は
な
く
、
野
に
あ
る
ご
と
く
、
情
感
溢
れ
る
な
げ
い

れ
の
風
で
あ
る
。
西
本
願
寺
本
の
傍
ら
や
、
名
古
屋
城
本
の
裏
面
に
は
花
籠
図

が
描
か
れ
て
お
り
、
一
六
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
生
花
の
指
南
書
に
は
、
烏
丸

光
廣（
一
五
七
九
年
〜
一
六
三
八
年
）
の
好
み
と
さ
れ
、
花
器
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る）

16
（

。
花
車
図
が
い
け
ば
な
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
そ
の
姿
は
単
な
る
現
実
の
写
し
で
は
な
い
。
花
籠
に
は
季
節
を
超
越
し
た

(3)
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楽
園
的
な
も
の
で
あ
る
。
寛
永
年
間
に
花
開
い
た
静
物
画
に
は
、「
生
き
て
い
る

リ
ア
ル
の
世
界
へ
の
、
理
性
的
か
つ
人
間
的
な
深
い
興
味
ま
た
、「
視
覚
の
喜

び
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た）

17
（

 

」
と
源
氏
は
述
べ
て
い
る
。
人
々
の
生
活
の
な
か
で

栄
え
た
い
け
ば
な
、
そ
れ
に
倣
い
、
車
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
よ
り
装
飾
的

雰
囲
気
を
強
め
た
花
車
図
は
、
こ
の
よ
う
な
要
求
に
適
っ
て
い
た
。

ま
た
、
花
車
図
を
描
く
精
神
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
日
本
人
の
自
然
信
仰
が

そ
の
基
盤
に
あ
る
と
考
え
る
。
花
へ
の
信
仰
は
、
室
町
時
代
に
華
道
が
成
立
す

る
よ
り
も
、
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
、
桜
井
満
氏
は
、「
日
本
人
の「
花
」

に
対
す
る
信
仰
の
原
点
は
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
国
土
に
お
け
る
農
耕
の
生

活
に
よ
る
と
こ
ろ）

18
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
花
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
最
も
身
近
に

あ
る
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
自
然
信
仰
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
、
詳

述
し
た
い
。

花
車
の
意
味
と
し
て
は「
花
」
の
語
源
は
、「
ハ
ナ
＝
端
」
で
あ
り
、「
予
祝
さ

れ
た
も
の
」、
曳
き
物
は
車
輪
を
も
ち
、
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、「
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
良
い
こ
と
を
振
り
ま
く
」と
い
う「
花
」と「
曳
き

物
」の
双
方
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

花
車
図
は
寛
永
年
間
に
出
現
・
成
立
し
、
そ
の
背
景
に
は
静
物
画
の
流
行
、

い
け
ば
な
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
精
神
は
日
本
人
の
自
然

信
仰
に
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
―
三
、
花
車
図
の
起
源

江
戸
時
代
初
期
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
よ
う
に
み
え
る
花
車
図
で
あ
る
が
、

口
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
早
く
は
一
四
五
九
年
の「
女
車
曳
図
懸
絵
」【
図

６
】
に
そ
の
原
型
ら
し
き
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る）

19
（

。
こ
れ
は
播
磨
国
総
社

射
楯
兵
主
神
社
の
祭
礼
を
表
し
た
も
の
で
、
女
性
が
日
輪
を
い
た
だ
く
桶
を
大

八
車
に
載
せ
、
曳
い
て
い
る
。「
日
輪
を
い
た
だ
く
桶
」
は
、『
続
日
本
後
紀
』
の

標
山
に
み
る
特
徴
に
類
似
し
て
い
る）

20
（

 

。
こ
れ
は
後
の
時
代
、
祭
で
見
ら
れ
る
曳

き
物
に
も
通
ず
る
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
作
例
が
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
置
き
、
花
車
図
の
起
源
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
花
車
図
成
立
当
初
に
お
け
る
作
例
の
分
布
を
確
認
す
る
。

こ
れ
ら
の
所
蔵
先
は
、
名
古
屋
城
本
を
除
き
、
全
て
京
都
府
、
さ
ら
に
限
定
す

る
と
京
都
御
所
か
ら
見
て
左
側（
左
京
）
に
偏
っ
て
い
る
。
筆
者
は
特
に
現
在

の
東
山
区
に
当
た
る
地
域
に
注
目
し
て
い
る
。
東
山
に
は
青
蓮
院
、
知
恩
院
が

あ
り
、
そ
の
一
キ
ロ
圏
内
に
は
、
祇
園
社（
八
坂
神
社
）が
あ
る
。

祇
園
社
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
日
本
を
代
表
す
る
祭
の
一

つ
、
祇
園
祭
だ
。
こ
の
祭
は
、
九
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
疫

病
が
流
行
し
た
時
代
、
六
六
本
の
鉾
を
立
て
、
神
輿
を
担
ぎ
、
御
霊
会
を
行
っ

た
こ
と
を
起
源
と
す
る
。
南
北
朝
時
代
に
は
祭
の
基
本
形
は
成
立
し
て
い
た
と

さ
れ
、
応
仁
の
乱
で
中
断
す
る
も
一
五
〇
〇
年
頃
に
再
起
、
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
初
期
に
か
け
、
よ
り
盛
大
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
様
子
は
上

杉
本
を
は
じ
め
と
す
る「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
雲
棚
引
く
京
の
町
に
天
を
も
突
き
刺
す
鉾
が
立
て
ら
れ
、
公
家
、
武
士
、
町

人
な
ど
、
身
分
を
問
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
人
々
が
賑
や
か
に
往
来
し
て
い
る
。

(4)
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一
七
五
七
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た『
増
補
祇
園
會
細
記
壱
』の「
祇
園
神
事
町
々
之

次
第
」に
は
、
祭
の
地
と
し
て
次
の
よ
う
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

 
七
日
祭
の
地   

東
ハ
山
を
限
り
、
八
坂
迄
、
叉
賀
茂
川
よ
り
東
知
恩
院
新

古
門
前
、（
後
略
）

 

十
四
日
祭
地   
東
ハ
三
條
通
粟
田
口
堺
、
河
端
ハ
孫
橋
上
ル
町
迄
、（
後
略）

21
（

）

粟
田
口
と
は
他
な
ら
ぬ
青
蓮
院
が
あ
る
地
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
寺
院
の
近
く
ま
で
、
祇
園
の
曳
き
物
が
曳
か
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
祇
園
祭
で
曳
か
れ
る
豪
華
な
鉾
や
曳
き
山
は
、
神
が
依
る
と
こ

ろ
と
な
る
場
所
で
、
そ
の
起
源
は
、
山
・
森
・
岩
・
花
な
ど
の
自
然
物
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
花
車
の
精
神
性
に
通
ず
る
。

青
蓮
院
小
御
所
の
杉
戸
絵
に
は
、
花
車
と
祇
園
祭
の
曳
き
物
が
同
じ
室
内
の

近
し
い
場
所
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
杉
戸
絵
は
も
と
も
と
修
学
院
離
宮
東
福

門
院
御
所
に
あ
っ
た
も
の
で
、
東
福
門
院
和
子
崩
御
の
後
、
一
六
八
二
年
頃
に

青
蓮
院
に
移
さ
れ
た
も
の
だ）

22
（

。
作
者
は
狩
野
外
記
で
、
長
刀
鉾
、
鈴
鹿
山
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
。
花
車
図
は
こ
れ
ら
杉
戸
絵
と
あ
た
か
も
一
連
を
成
す
よ
う

に
表
さ
れ
て
い
る
。
長
刀
鉾
な
ど
は
右
向
き（
進
行
方
向
が
右
）
に
描
か
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
花
車
図
は
左
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
祇
園
の
曳
き

物
を
描
い
た「
祇
園
祭
禮
山
鉾
巡
行
図
」
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
描
か
れ
、
筆

が
劣
る
こ
と
か
ら
、
同
作
者
に
よ
る
同
作
品
群
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お

そ
ら
く
一
六
八
二
年
に
東
福
門
院
か
ら
移
さ
れ
た
際
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
群

に
合
わ
せ
て
描
か
れ
た
も
の
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
検
討
の
余
地
は
あ
る

が
、
祇
園
社
に
近
い
こ
の
地
に「
祇
園
祭
禮
山
鉾
巡
行
図
」
が
移
さ
れ
た
こ
と

は
、
や
は
り
花
車
が
祇
園
祭
と
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ

で
あ
ろ
う
か
。

花
車
図
と
祇
園
祭
の
曳
き
物
の
関
係
に
つ
い
て
、
吉
田
氏
は
、
修
学
院
離
宮

杉
戸【
図
７
】
に
描
か
れ
た
祇
園
祭
の
様
子
を
挙
げ
、
鉾
の
屋
根
の
破
風
に
花

籠
入
り
の
大
き
な
造
花
が
飾
ら
れ
て
い
る「
だ
し
花
」
は
、「
鉾
の
代
表
的
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
神
に
捧
げ
ら
れ
、
神
の
よ
る
と
こ
ろ
と
な
る
神
聖
な
花
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
瑞
祥
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る）

23
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田

氏
は『
祇
園
會
細
記
』【
図
８
】
に
描
か
れ
た
放
下
鉾
の
だ
し
花
に
、
花
車
が
見

ら
れ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る）

24
（

。『
増
補
祇
園
會
細
記
弐
』
に
は
、「
錺
付　

出
シ

花　

牡
丹
と
菊
、
惣
金
に
て
作
る
、
根
も
と
に
花
車
有
、
轅
一
間
な
ど
出
る（
後

略）
25
（

）
」
と
あ
る
。
一
七
五
七
年
以
前
に
描
か
れ
た「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
な
ど
で

は
、
青
蓮
院
杉
戸
絵
に
見
る
よ
う
な
大
型
の
花
車
も
、
だ
し
花
と
し
て
の
花
車

も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
真
相
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
花
車
が
祇
園

祭
の
曳
き
物
に
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う 

）
26
（

。

三
、
花
車
図
の
変
遷

先
の
花
車
、
花
車
図
の
定
義
に
則
し
て
、
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

を
中
心
に
絵
画
、
金
工
、
焼
き
物
、
染
織
な
ど
の
花
車
図
を
取
り
上
げ
、
検
討
し

て
い
く
。
染
織
に
表
さ
れ
た
花
車
図
に
つ
い
て
は
、
他
の
作
例
と
は
異
な
っ
た

意
味
、
図
像
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
制
作
年
代
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

(5)
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ら
別
途
項
を
設
け
る
。

三
―
一
、
絵
画
、
工
芸
分
野

本
章
で
は
花
車
図
の
成
立
を
寛
永
年
間
と
し
、
こ
れ
以
降
一
九
世
紀
後
半
ま

で
の
絵
画
、
工
芸
分
野
の
作
例
を
扱
う
。
図
案
の
変
遷
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
、
左
記
の
よ
う
に
時
代
を
区
分
す
る
。

（
イ
）第
一
期　

一
六
二
四
年（
寛
永
元
年
）
〜
一
六
八
八
年（
元
禄
元
年
）

（
ロ
）第
二
期　

一
六
八
八
年（
元
禄
元
年
）
〜
一
八
世
紀
半
ば

（
ハ
）第
三
期　

一
八
世
紀
半
ば
〜
一
九
世
紀
後
半

な
お
、
時
代
の
区
分
は
、
以
下
、
詳
述
す
る
よ
う
に
、
花
車
図
が
単
体
で
表

さ
れ
る
時
期（
第
一
期
）、
花
車
図
が
人
物
を
伴
い
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時

期（
第
二
期
）、
花
車
図
が
舞
台
の
作
り
物
と
し
て
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期

（
第
三
期
）と
い
う
図
像
の
変
化
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
設
定
し
た
。

（
イ
）第
一
期　

一
六
二
四
年（
寛
永
元
年
）〜
一
六
八
八
年
前
後（
元
禄
元
年
）

…
花
車
図
杉
戸
絵（
名
古
屋
城
本
） 

／
花
車
図
杉
戸
絵（
知
恩
院
本
） 

／

花
車
図
杉
戸
絵（
青
蓮
院
本
） 

／
花
車
図
杉
戸
絵（
西
本
願
寺
本
） 

／
花

車
図
屏
風（
真
正
極
楽
寺
本
）
／
花
車
七
宝
釘
隠
／
『
御
ひ
い
な
が
た
』

「
花
く
る
ま
の
も
や
う
」　

計
七
点

（
ロ
）第
二
期　

一
六
八
八
年
前
後
〜
一
八
世
紀
半
ば

…
花
車
図
屏
風（
東
博
本
） 

／
花
車
図
屏
風（
新
津
市
美
術
館
本
） 

／
花

車
図
屏
風（
個
人
蔵
本
） 

／
花
車
図
屏
風（
歴
博
本
）／
花
車
図
屏
風（
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
甲
本
）
／
花
車
図
屏
風（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
本
） 

／
立
花
風
俗
色
紙
／
花
車
図
屏
風（
ベ
ル
リ
ン
美
術
館
本
） 

／
色
絵
金

襴
手
婦
女
図
大
壷
／
伊
万
里
色
絵
婦
女
花
車
文
有
蓋
壺
／
伊
萬
里
色
絵

花
車
美
人
文
蓋
付
大
壺
／
色
絵
美
人
花
車
文
蓋
物
／
染
錦
花
車
風
俗
髭

皿
／
色
絵
花
車
婦
人
文
砂
入
／
色
絵
花
車
文
茶
碗
／
童
子
遊
楽
絵
巻
／

七
福
神
図
巻
／
唐
子
遊
絵
巻
／
明
皇
花
陣
図
／
花
車
図
屏
風（
大
乗
寺

本
）
／
花
車
図
衝
立
／
『
立
花
訓
蒙
図
彙
』「
花
車
」　

計
二
二
点

（
ハ
）第
三
期　

一
八
世
紀
半
ば
〜
一
九
世
紀
後
半

…
亀
谷
十
治
郎
し
ら
び
や
う
し
ゆ
や
／
名
轟
大
入
来
満
、
花
車　

御

祭
金
五
郎
／
三
世
岩
井
粂
三
郎
の
花
車
／
三
幅
対
花
車
／
芸
者
お
ち

か　

瀬
川
雄
次
郎　
　

同
お
て
る　

岩
井
梅
蔵
／
曽
我
綉
侠
御
所
染
／

四
季
之
所
作
の
内　

春　

市
川
団
之
助
／
東
京
新
島
原
俄
図
／
二
世
田

中
福
助
の
浅
間
巴
之
丞
と
六
世
坂
東
三
津
五
郎
の
遊
君
逢
州
／
五
世
岩

井
半
四
郎
の
三
浦
場
巻
／
柳
下
二
美
人
図
／
花
山
車
／
吹
き
矢
／
六
歌

仙　

小
町
／
唐
子
遊
び（
鳥
居
清
長
筆
）
／
獅
子
面
を
持
つ
子
と
花
車

／
唐
子
花
車
／
仁
和
嘉
唐
子
遊
／
花
車
子
供
遊
／
唐
子
遊
か
ら
こ
あ
そ

び
／
唐
子
遊
び（
葛
飾
北
斎
筆
）
／
唐
子
花
車
の
づ
／
花
車
蒔
絵
重
箱

／
印
籠
／
花
車
図
杉
戸
絵（
弘
前
市
立
博
物
館
本
）
／
花
車
図
杉
戸
絵

（
京
都
御
所
本
）
／
華
車
図
杉
戸
絵（
皇
居
本
）
／
三
人
唐
子
華
車
／

花
車
図
杉
戸
絵（
二
条
城
）
／
土
浦
東
崎
町
御
祭
礼
之
図
／
長
浜
曳
山

(6)
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鳳
凰
山
舞
台
障
子
腰
襖
／
花
車
図（
柴
田
是
真
筆
）
／
美
人
花
競
／
花

車
図
屏
風（
細
見
美
術
館
本
）／
花
車
図
屏
風（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
乙
本
）

／
花
車
図
屏
風（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
丙
本
）
／
花
車
図
屏
風（
出
光
美

術
館
本
）　

計
三
七
点

不
明 

…
花
車
図
屏
風（
繭
山
龍
泉
堂
本
）
／
花
車
図
杉
戸
絵（
高
雲
寺
本
）

／
花
車
図
杉
戸
絵（
徴
古
館
）
／
紅
綸
子
地
花
車
模
様
縫
小
袖
・
白
絖

地
松
梅
風
景
模
様
縫
小
袖
屏
風　

他
多
数
　）

27
（

（
イ
） 

第
一
期
　
一
六
二
四
年（
寛
永
元
年
）
～
一
六
八
八
年（
元
禄
元
年
）

花
車
図
成
立
当
初
の
代
表
的
な
作
例
と
し
て
、
西
本
願
寺
の「
花
車
図
杉
戸

絵
」
を
挙
げ
る
。
作
者
は
渡
辺
了
慶
と
さ
れ
て
い
る
。
背
景
、
人
物
な
ど
は
伴

わ
ず
、
横
並
び
二
面
の
杉
戸
に
左
向
き（
進
行
方
向
が
左
）
の
花
車
が
真
横
か

ら
捉
え
ら
れ
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
花
車
図
は
左
向
き
に
表
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
れ
は
絵
巻
に
見
る
時
間
経
過
に
由
来
す
る
も
の
だ
。
ま
た
、
杉
戸

の
場
合
、
戸
は
通
常
、
向
か
っ
て
右
の
戸
を
手
前
、
左
側
が
奥
に
立
て
つ
け
ら

れ
る
た
め
右
向
き
に
描
く
と
主
要
部
分
が
画
面
左
に
配
さ
れ
、
戸
を
引
く
と
大

部
分
が
隠
れ
て
し
ま
う
。
左
向
き
に
描
か
れ
る
理
由
に
は
こ
の
よ
う
な
構
造
上

の
理
由
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
車
は
漆
塗
り
の
二
輪
の
大
八
車
で
、
牡
丹
、
椿
、

藤
、
桜
が
竹
籠
に
入
れ
ら
れ
積
ま
れ
て
い
る
。
花
器
に
対
し
、
花
は
多
量
で
あ

る
が
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
画
面
右
か
ら
左
側
に
か
け
、
真
っ

直
ぐ
に
轅
が
伸
び
、
二
輪
の
牡
丹
と
桜
を
入
れ
た
花
籠
、
榻
が
描
か
れ
て
い
る
。

各
花
、
花
籠
の
一
目
一
目
に
ま
で
及
ぶ
細
密
な
描
写
は
圧
巻
で
あ
る
。
椿
、
左

側
に
置
か
れ
た
花
籠
、
軛
に
付
け
ら
れ
た
綱
の
朱
は
非
常
に
鮮
や
か
で
印
象
深

い
。
こ
の
朱
色
に
よ
り
、
画
面
右
側
だ
け
で
な
く
、
二
面
の
杉
戸
全
体
に
視
線

が
動
く
。

代
表
的
な
作
例
を
見
た
と
こ
ろ
で
、
第
一
期
花
車
図
の
特
徴
を
整
理
し
て
い

く
。
形
と
し
て
は
、
背
景
や
人
物
を
伴
わ
ず
、
花
車
図
が
真
横
か
ら
捉
え
る
形

で
表
さ
れ
て
い
る
。
画
面
で
の
ま
と
ま
り
は
よ
く
、
轅
や
花
が
画
面
の
外
へ
と

飛
び
出
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
は
無
い
。
花
器
は
竹
で
編
ま
れ
た
籠
で
描
か

れ
、
花
は
牡
丹
と
菊
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
制
作
背
景
に
は
前
章
で
見
て
き
た

よ
う
な
、
静
物
画
の
流
行
と
、
い
け
ば
な
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
杉
戸
、
屏
風
、

釘
隠
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
多
い
の
は
杉
戸
で
あ
る（「
花
車
図
杉

戸
絵
」
と
呼
ば
れ
る
作
例
は
筆
者
が
確
認
す
る
限
り
一
〇
点
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
四
点
が
第
一
期
の
も
の
で
あ
る
）。

さ
て
こ
こ
で
、
花
車
は
な
ぜ
杉
戸
に
好
ま
れ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

を
考
え
て
い
き
た
い
。
杉
戸
と
は
、
寺
社
仏
閣
な
ど
の
廊
下
に
立
て
ら
れ
た
杉

の
戸
こ
と
で
、
主
に
廊
下
な
ど
板
の
間
の
間
仕
切
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
杉

戸
絵
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
乏
し
く
、
本
来
は
、
実
在
す
る
杉
戸
の
詳
細
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
筆
者
は
杉
戸
に
は
大
き
く
二
つ
の
性
質
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
制
作
当
時
、
屏
風
や
襖
な
ど
大
画
面
に
描
く
に

は
値
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
建
具
と
し
て
、
外
な
る
も
の
か
ら
空
間
を
守
る
と

い
っ
た
性
格
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
例
は
、
西
本
願
寺
の
杉

戸
絵
群
な
ど
で
あ
る
。
画
題
と
し
て
成
立
間
も
な
い
花
車
図
に
と
っ
て
、
実
験

(7)
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的
な
も
の
を
描
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
杉
戸
は
理
に
か
な
っ
た
場
所
で
あ
っ

た
。
後
者
の
例
と
し
て
若
き
俵
屋
宗
達
が
描
い
た
養
源
院
の
杉
戸
絵
が
挙
げ
ら

れ
る
。
養
源
院
の
玄
関
に
踏
み
入
れ
る
と
す
ぐ
に
杉
戸
に
描
か
れ
た
雌
雄
の
獅

子
が
目
に
入
る
。
右
手
に
白
い
獅
子
、左
に
金
色
の
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る（
裏

面
は
麒
麟
）。
そ
の
戸
を
潜
っ
た
先
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
が
、
か
の
有
名
な
血
天

井
だ
。
も
と
は
伏
見
城
の
廊
下
で
、
石
田
勢
に
攻
め
ら
れ
た
鳥
居
元
忠
や
そ
の

家
臣
ら
が
自
刃
し
た
際
の
生
々
し
い
血
痕
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
血
天
井

を
抜
け
る
と
、
さ
ら
に
杉
戸
に
描
か
れ
た
番
い
の
白
象
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の

杉
戸
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
こ
の
空
間
は
、
霊
獣
に
守
ら
れ
た
聖
な
る
空
間
な

の
だ
。
修
学
院
離
宮
に
は「
網
と
鯉
図
」と
い
っ
た
作
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日

本
に
は
い
な
い
動
物
、
霊
獣
と
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
網
と
い
う
結
界
的
な
要

素
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
外
な
る
も
の
か
ら
家
を
守
る
と

い
う
魔
除
け
と
し
て
の
機
能
を
も
担
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
車
も
祭

の
曳
き
物
に
関
係
す
る
点
や
、
牡
丹
や
菊
と
い
っ
た
富
貴
や
不
老
長
寿
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
聖
な
る
花
々
が
多
く
積
ん
で
い
る
点
な
ど
か
ら
、「
聖
な
る
力

を
持
つ
も
の
」、「
守
護
力
を
も
っ
た
も
の
」
と
し
て
、
ま
た
動
き
回
る
も
の
が

そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
特
別
な
力
を
た
め
込
ん
で
い
る
も
の
」と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

花
車
図
が
杉
戸
に
描
か
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
を『
本
朝
画
史
』
の
杉
戸
図

様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

杉
戸
図
様

所
画
人
物
花
鳥
走
獣
、
都
是
濃
色
最
可
尚
、
墨
画
者
後
世
難
分
明
也
、

図
者
大
人
形
大
鳥
虎
獅
子
等
、
随
其
用
度
、
板
目
者
尚
正
目
無
脂
、）

28
（

こ
こ
に
あ
る
用
度（
用
途
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
杉
戸
絵
が
設
置
さ
れ
た

場
所
、
部
屋
の
用
途
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

名
古
屋
城
本
…
場
所

：

上
洛
殿
一
の
間
の
廊
下

用
途

：

将
軍
の
宿
泊
所）

29
（

知
恩
院
本
…
場
所

：

大
方
丈
の
廊
下

用
途

：

杉
戸
が
は
め
ら
れ
た
場
所
ま
で
特
定
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
大
方
丈
と
い
う
宗
教
行
事
、
公
用
に
使
わ

れ
た
場）

30
（

青
蓮
院
本
…
場
所

：

小
御
所

用
途

：

天
皇
に
謁
見
す
る
場）

31
（

西
本
願
寺
本
…
場
所

：

雁
の
間
、
菊
の
間
に
通
じ
る
西
狭
屋
の
間

用
途

：

白
書
院
の
一
部
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
場）

32
（

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
花
車
図
は
、
公
的
な
場
所
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
も
花
車
図
が「
聖
な
る
も
の
」と
し
て
、
高
次
な
部
屋
に
相
応
し

い
画
題
と
し
て
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

色
と
り
ど
り
で
装
飾
性
に
優
れ
た
花
車
は「
濃
色
を
最
も
尚
む
べ
し
」
と
い
う

(8)
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件
に
も
適
っ
て
い
た
。

こ
こ
ま
で
作
例
を
追
っ
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
期
の
花
車
図
は
杉
戸
に
描
か

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
一
七
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
花
車
図
は
し
ば
し
ば

金
屏
風
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
花
車
図
と
い
う
画
題
の
格

上
げ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
杉
戸
か
ら
屏
風
へ
の
過
渡
期
の
作
と
し
て
、
真
正

極
楽
寺
蔵「
花
車
図
屏
風
」を
挙
げ
た
い
。「
花
車
図
」と
言
っ
て
、
必
ず
名
前
が

挙
が
る
こ
の
作
品
は
、
一
七
世
紀
前
半
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
制
作
年

代
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
先
に
挙
げ
た
寛
永
年
間
の

花
車
図
杉
戸
よ
り
数
年
後
に
描
か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
作
品
を
見

て
い
き
た
い
。
右
隻
、
右
の
中
国
風
の
赤
い
車
に
は
牡
丹
と
藤
、
左
の
螺
鈿
細

工
を
施
し
た
四
輪
の
車
に
は
杜
若
が
載
せ
ら
れ
、
左
隻
に
は
、
黒
い
漆
塗
り
の

豪
華
な
車
に
数
種
類
の
小
菊
、
萩
、
薄
が
そ
よ
ぐ
風
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
特
記
す
べ
き
は
、
そ
の
構
図
で
あ
る
。
モ
チ
ー
フ

は
何
一
つ
と
し
て
画
面
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
な
く
、
軛
か
ら
鴟
尾
ま
で
き
っ
ち

り
と
画
面
に
収
め
ら
れ
、
水
平
に
伸
び
た
轅
が
三
台
の
花
車
図
を
一
直
線
に
繋

い
で
い
る
。
そ
の
姿
は
現
実
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
画
面
に
封
じ
込
め
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
各
隻
の
中
心
と
な
る
第
三
曲
付
近
の
最
も
高
い
位
置
に
花
を

描
く
こ
と
で
水
平
と
垂
直
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
左
隻
で
は
、
第
三
曲
を
頂
点

と
す
る
二
等
辺
三
角
形
が
画
面
に
安
定
感
を
与
え
、
整
然
と
し
た
画
面
を
作
り

上
げ
て
い
る
。
色
彩
も
、
こ
れ
ら
の
構
図
に
あ
わ
せ
、
金
地
に
映
え
る
寒
色
を

用
い
、
落
ち
着
い
た
色
合
い
で
、
配
色
さ
れ
て
い
る
。
右
隻
で
は
第
一
扇
の
藤

か
ら
、
白
、
青
、
赤
の
三
色
が
順
序
良
く
目
に
入
り
、
右
隻
第
一
扇
の
上
部
か
ら

第
六
扇
の
下
部
に
視
線
が
流
れ
る
。
そ
し
て
左
隻
の
搨
に
置
か
れ
た
軛
に
巻
か

れ
た
赤
い
綱
、
白
い
菊
へ
と
続
き
、
右
左
隻
が
自
然
に
繋
が
っ
て
い
く
。
車
の

色
は
右
か
ら
茶（
朱
）、
焦
げ
茶
、
黒
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
何
気
な
く
見
え
る
配
色
も
ま
た
右
左
隻
と
の
繋
が
り
を
作
っ
て
い
る
。
左
隻

で
は
、
薄
、
萩
、
菊
の
葉
の
緑
も
右
隻
の
牡
丹
や
杜
若
の
葉
よ
り
明
度
を
下
げ

た
黒
に
近
い
緑
で
描
か
れ
、
白
い
菊
と
の
対
比
を
成
し
て
い
る
。
外
と
の
世
界

を
遮
断
し
た
か
の
よ
う
な
整
然
と
し
た
構
図
、
計
算
さ
れ
た
配
色
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
本
作
は
、
静
け
さ
に
満
ち
、
張
り
つ
め
た
緊
張
感
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
右
隻
に
青
い
牡
丹）

33
（

が
描
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
実
世
界
を
超
越

し
た
も
の
、
鑑
賞
者
が
踏
み
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
聖
な
る
領
域
の
も
の
と
し

て
の
花
車
図
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

第
一
期
で
は
、
花
車
を
と
い
う
図
像
を
画
面
に
き
っ
ち
り
と
収
め
る
こ
と

で
、
無
機
質
な
モ
チ
ー
フ
に
な
り
、
現
実
と
の
紐
帯
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
性
を
醸
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
ロ
）第
二
期
　
一
六
八
八
年
～
一
八
世
紀
半
ば

第
二
期
で
は
大
き
く
二
つ
の
形
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
金
屏
風
に
複
数
の

花
車
図
を
描
い
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
人
物
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
例
を
挙
げ
、
見
て
い
き
た
い
。

金
屏
風
に
複
数
の
花
車
図
を
描
い
た
も
の
の
作
例
は
、
東
博
本【
図
９
】、
新

津
市
博
物
館
本【
図
10
】、
個
人
蔵
本
、
歴
博
本
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
甲
本
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
本
の
計
六
点
で
、
一
隻
に
対
し
、
二
か
ら
四
の
花
車
図
が
配
さ
れ
る

(9)
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も
の
だ
。
制
作
年
代
は
、
東
博
本
が
一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
と
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
甲
本
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
本
が
一
八
世
紀
の
作
、
個
人
蔵
本
が

狩
野
探
信（
一
六
五
三
年
〜
一
七
一
八
年
）、
歴
博
本
が
柳
沢
湛
園（
一
七
〇
三

年
〜
一
七
五
八
年
）
の
作
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら）

34
（

 

、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀

の
早
い
時
期
に
こ
の
よ
う
な
形
の
屏
風
が
に
わ
か
に
流
行
し
た
と
い
え
る
。
こ

こ
で
は
東
博
本
を
主
に
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
。
六
曲
の
金
屏
風
に
背
景
を

伴
わ
ず）

35
（

、
右
隻
に
二
台
、
左
隻
に
三
台
の
二
輪
の
大
八
車
が
や
や
俯
瞰
気
味
に

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
、
歴
博
本
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
甲
本
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
本（
左
隻
の
み
確
認
）
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
様
子
は
、

群
れ
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
東
博
本
で
は
轅
は
妙
に
長
く
、
軛
や
榻
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
車
に
は
七
宝
や
菊
花
な
ど
の
散
ら
し
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
花

籠
は
第
一
期
で
見
た
よ
う
な
丸
み
を
帯
び
首
が
短
い
竹
籠
の
他
に
、
や
や
立
体

感
の
欠
け
た
台
形
型
の
竹
籠
や
漆
器
製
ら
し
き
も
の
も
見
ら
れ
る
。
花
の
種
類

は
よ
り
豊
富
に
な
り
、
牡
丹
や
菊
に
加
え
、
百
合
、
紫
陽
花
、
蓮
、
山
茶
花
、
桔

梗
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
第
一
期
の
よ
う
に
、
一
つ
の
花
車
図
に
季
節
を
問
わ
ず

花
を
入
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
各
々
の
花
車
図
に
お
い
て
季
節
の
統
一
が
な

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
右
か
ら
左
に
時
間（
季
節
）が
流
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
花
も
車
も
細
部
は
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
花
と

そ
の
他
の
花
、
葉
、
車
が
な
る
べ
く
重
な
ら
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
間
延
び
し
た
印
象
を
も
受
け
る
。
こ

れ
ら
金
屏
風
に
複
数
描
か
れ
た
花
車
図
に
つ
い
て
、
口
井
氏
は「
車
の
数
を
増

や
し
て
非
常
に
多
種
類
の
草
花
を
描
く
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
画
題
の

制
作
動
機
の
一
つ
に
い
け
ば
な
に
通
じ
る
草
花
自
体
の
鑑
賞
目
的
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う）
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」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
時
期
は
元
禄

年
間
の
潤
沢
な
時
代
か
ら
一
変
、
享
保
の
改
革
の
た
め
、
政
治
的
・
経
済
的
・

学
問
的
の
面
か
ら「
博
物
学
的
」
関
心
を
積
極
的
に
抱
き
始
め
た
時
期
と
言
わ

れ
て
い
る
。
各
々
の
花
車
図
に
お
い
て
、
季
節
が
統
一
さ
れ
た
花
々
が
積
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
花
、
葉
、
車
が
な
る
べ
く
重
な
ら
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
花
車
図
が
博
物
学
の
影
響
を
多
少
な
り
と
も
受
け
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
草
花
の
鑑
賞
を
目
的
に
し
て
い
る
と
い

う
よ
り
、
と
に
か
く「
豊
か
に
も
の
が
あ
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
に

見
え
る
。
一
面
に
多
く
の
同
一
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
そ
の
形
は「
誰
が
袖
図
屏

風
」を
想
起
さ
せ
、
も
の
尽
く
し
の
よ
う
な
終
わ
り
の
な
い
様
や
、
富
、
賑
や
か

で
豊
満
な
様
子
を
感
じ
さ
せ
る
。
第
一
期
の
花
車
図
は
画
面
に
き
っ
ち
り
と
収

ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
第
二
期
で
は
車
の
一
部
が
画
面
の
外
に
飛
び
出
し
て

い
る
。
動
的
と
い
う
に
は
ぎ
こ
ち
な
さ
も
あ
る
が
、
第
一
期
よ
り
も
画
面
に
広

が
り
が
出
て
く
る
。
第
一
期
で
見
る
厳
か
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
花
車
図
と
は
異

な
り
、
第
二
期
で
は
、
賑
や
か
な
豊
か
さ
を
表
す
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
っ

た
。第

二
期
の
も
う
一
つ
の
特
徴
に
、
人
物
と
と
も
に
描
か
れ
る
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
。
美
人
、
上
流
階
級
の
人
々
、
唐
子
と
三
種
類
の
人
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
こ
れ
ら
は
表
さ
れ
る
媒
体
や
意
味
が
大
き
く
異
な
る
。
順
を
追
っ
て

み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、「
色
絵
金
襴
手
婦
女
図
大
壷
」【
図
11
】
や「
染
錦
花
車
風
俗
髭
皿

(10)
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美
人
」
に
見
ら
れ
る
、
美
人
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

一
七
〇
〇
年
代
か
ら
一
七
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と

の
貿
易
で
扱
わ
れ
た
古
伊
万
里
に
の
み
に
見
ら
れ
る
図
案
で
、
同
年
代
の
柿
右

衛
門
な
ど
で
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
受
容
が
海
外
に
あ
る
点
で
後
に

挙
げ
る
、
二
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
色
絵
金
襴
手
婦
女
図
大
壷
」に
は
、「
伊

万
里
色
絵
婦
女
花
車
美
人
文
蓋
付
大
壺
」「
伊
萬
里
色
絵
花
車
美
人
文
蓋
付
大

壺
」と
い
っ
た
酷
似
し
た
作
例
も
あ
り
、海
外
で
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

花
車
の
形
と
し
て
は
、
二
輪
の
大
八
車
に
花
籠
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
立
体

感
の
狂
い
が
見
ら
れ
る
も
の
や
、
平
面
的
な
も
の
が
多
く
、
花
や
そ
の
枝
葉
は
か

な
り
誇
張
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
の
着
物
や
、
縁
の
文
様
は
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
人
物
の
顔
は
引
き
目
鉤
鼻
で
表
情

に
乏
し
い
。
合
わ
せ
て
ブ
チ
の
犬
が
描
か
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
だ
。
同
時
期
の

古
伊
万
里
に
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
、
コ
ル
ネ
リ
ス
・
プ
ロ
ン
ク
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
の
注
文
を
受
け
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ
し
た
、
高
貴
な
婦
人
と
傘
を
持
っ
た

付
き
人
が
水
鳥
を
眺
め
て
い
る
と
い
う
図
が
あ
る
。
プ
ロ
ン
ク
の
デ
ザ
イ
ン
画

に
描
か
れ
た
人
物
は
中
国
風
な
装
い
で
、
こ
れ
を
も
と
に
中
国
景
徳
鎮
で
作
ら

れ
た
作
例
も
あ
る
が
、
日
本
で
も「
色
絵
傘
婦
人
門
皿
」な
ど
で
み
る
よ
う
に
中

国
風
の
人
物
が
日
本
風
に
描
き
変
え
ら
れ
輸
出
さ
れ
て
い
る）

37
（

 

。
花
車
を
描
い
た

デ
ザ
イ
ン
画
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
受
注
の
様
子
、

当
時
の
西
洋
諸
国
の
東
洋
趣
味
に
鑑
み
る
と
、
お
そ
ら
く
、
美
人
と
花
車
を
描
い

た
こ
れ
ら
の
作
例
も
西
洋
諸
国
か
ら
の
注
文
品
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
東
洋
趣

味
の
他
に
、
花
車
図
需
要
の
背
景
に
は
、
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
見
る
静
物

画
の
隆
盛
が
挙
げ
ら
れ
る
。
花
車
図
と
同
じ
く
、
季
節
を
超
越
し
、
花
器
い
っ
ぱ

い
に
入
れ
込
ま
れ
た
花
を
描
い
た
作
例
も
多
く
存
在
す
る
。
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
人
物
を
伴
い
、
自
国
の
静
物
画
に
適
う
も
の
を
表
し
た
花
車
図
は
、
当
時
の
西

洋
諸
国
の
人
々
の
趣
味
に
合
致
し
て
い
た
の
だ
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
上
流
階
級
の
人
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
作
例
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
元
禄
年
間
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る「
立
花

風
俗
色
紙
」【
図
12
】
の
一
枚
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
花
車
は
三
人
の
人
物
に

曳
か
れ
て
お
り
、
漆
塗
り
の
車
に
巨
大
な
花
籠
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
の
色

紙
で
は
、
僧
や
武
士
の
姿
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
人
物
が
、
巨
大
な
花
々
を
眺

め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
七
世
紀
後
半
、
狩
野
派
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る

八
曲
一
双
の
ベ
ル
リ
ン
美
術
館
蔵「
花
車
図
屏
風
」【
図
13
】
で
あ
る
。
ベ
ル
リ

ン
美
術
館
本
で
は
河
原
で
三
台
の
花
車
を
囲
み
、
花
を
仰
ぎ
見
る
者
、
談
笑
す

る
者
、
う
た
た
寝
す
る
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
隻
に
は
牛
も
見
ら
れ
る
。
轅

に
触
れ
て
い
る
者
は
い
る
が
、
誰
に
も
曳
か
れ
て
い
な
い
点
で
、
こ
の
花
車
図

は
異
色
で
あ
る
。
両
作
例
に
お
い
て
桜
、
楓
、
松
、
藤
と
い
っ
た
大
ぶ
り
の
木
々

（
花
車
を
花
器
と
捉
え
る
な
ら
枝
物
と
呼
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
）の
下
、
思
い
思
い

の
時
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
姿
は
ま
さ
に
花
見
の
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
挙
げ
る
の
は
唐
子
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
だ
。
唐
子
は
、
中
国

風
の
髷
を
結
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
子
孫
繁
栄
の

吉
祥
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
狩
野
円
伯（
一
六
四
二
年
〜
一
七
二
六
年
）
筆
、

一
七
一
四
年
作
の「
童
児
遊
楽
絵
巻
」【
図
14
】
を
例
に
挙
げ
、
見
て
い
き
た
い
。

絵
巻
の
前
半
部
分
に
は
笙
や
笛
に
囃
し
立
て
ら
れ
た
獅
子
舞
か
ら
始
ま
る
行
列

(11)
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が
見
ら
れ
る
。
風
流
傘
、
独
楽
遊
び
、
草
合
わ
せ
な
ど
に
興
じ
る
様
子
が
続
き
、

朝
鮮
通
信
使
風
の
装
い
の
唐
子
た
ち
の
後
ろ
に
花
車
図
は
登
場
す
る
。
赤
い
中

国
風
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
二
輪
の
大
八
車
に
、
唐
子
の
倍
以
上
の
大
き
さ
に
も

な
る
黄
色
、
赤
、
白
、
桃
の
牡
丹）

38
（

を
い
っ
ぱ
い
に
積
ん
で
い
る
。
そ
の
姿
は
祭
の

山
車
そ
の
も
の
で
あ
る
。
花
車
の
行
列
の
次
に
は
、
二
羽
の
雛
を
含
む
七
羽
の

鶴
、
松
に
よ
っ
て
場
面
転
換
さ
れ
、
書
画
を
学
ぶ
唐
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
花
車
図
は
唐
子
や
牡
丹
と
い
っ
た
中
国
的
な
雰
囲
気
を
持
つ

も
の
と
結
び
つ
い
た
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
朱
塗
り
で
中
国
風
な
装
飾
を
施

し
た
花
車
図
は
、
第
一
期
の
真
正
極
楽
寺
本
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た

祇
園
祭
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
祇
園
祭
の
曳
き
物
は
大
嘗
会
に

曳
か
れ
た
標
山
に
由
来
す
る
と
さ
れ
お
り
、
先
に
も
挙
げ
た『
続
日
本
後
紀
』

八
三
三
年
一
一
月
一
六
日
の
項
に
は
、
鳳
凰
や
麒
麟
、
中
国
の
神
々
を
象
っ
た

造
り
物（
標
山
）
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
残
っ
て
い
る）

39
（

。
こ
れ
を
継
い
で
か
、

祇
園
祭
で
は
函
谷
鉾
や
孟
宗
山
な
ど
中
国
に
取
材
し
た
曳
き
物
が
見
ら
れ
る
。

花
車
図
に
お
け
る
唐
子
の
イ
メ
ー
ジ）

40
（

は
水
引
や
胴
掛
け
に
描
か
れ
た
唐
子
遊

図
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
増
補
祇
園
御
霊
會
細
記　

壱
』、
同
弐
、

参
に
お
い
て
、
三
四
基
の
曳
き
物
の
装
飾
に
つ
い
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
放

下
鉾
、
鶏
鉾
、
孟
宗
山
な
ど
の
水
引
や
胴
掛
け
な
ど
に
は
唐
子
遊
図（
唐
子
図
、

百
子
図
を
含
む
）
が
表
さ
れ
、
そ
の
数
は
三
四
基
中
九
基
に
も
及
び
、
装
飾
に

選
ば
れ
た
図
像
と
し
て
最
も
多
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
布
製
の
装
飾
に
は
猩
々
緋

色
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
朱
塗
り
の
中
国
的
な
装
飾
を
施
し
た
花

車
図
に
類
似
し
て
い
る
。

吉
田
氏
は
、「
今
日
み
る
よ
う
な
花
車
の
タ
イ
プ
へ
の
定
着
は
中
国
の
影
響

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

41
（

」
と
述
べ
、「
定
着
の
原
型
」
と
し
て
一
七
世
紀
・

明
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
役
行
者
山
の
水
引
の
文
様
に
、
一
頭
の
霊
獣
が
曳

く
花
車（
二
輪
車
に
籠
が
の
せ
ら
れ
草
花
が
入
れ
ら
れ
た
も
の
）
が
あ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る）

42
（

。
年
に
一
度
し
か
出
な
い
祭
の
曳
き
物
、
そ
こ
に
飾
ら
れ
た
水

引
に
、
花
車
図
を
定
着
さ
せ
る
だ
け
の
効
力
が
あ
っ
た
か
は
さ
て
お
き
、
中
国

美
術
と
花
車
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら

中
国
美
術
に
お
い
て
、
花
車
図
に
近
し
い
形
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
中
国
・
清
、
康
熙
年
間（
一
六
六
二
年
〜
一
七
二
二
年
）
作
の「
五

彩
麻
姑
献
寿
図
皿
」【
図
15
】
が
そ
の
例
で
あ
る
。「
麻
姑
献
寿
」
は
西
王
母
の
誕

生
日
に
酒
を
贈
る
女
仙
・
麻
姑
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
四
人
の
女
と
と
も
に
、

青
銅
器
製
の
台
座
、
そ
の
上
に
は
盆
栽
や
造
り
物
が
備
え
ら
れ
た
曳
き
物
が
鹿

に
曳
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
図
案
と
花
車
図
の
具
体
的
な
図
像
の
関
係
性
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
花
車
図
に
と
っ
て
中
国
は
馴
染
み
の
あ

る
も
の
と
推
察
す
る
。

以
上
が
、
人
物
を
伴
う
花
車
図
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
作
例
の
主
題
は
必
ず

し
も
花
車
図
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
西
洋
諸
国
か
ら
す
る
と
異
邦

人（
美
人
）、
特
権
階
級
の
人
々
、
神
か
ら
の
授
か
り
も
の
で
あ
る
子
ど
も
、
ま

た
異
邦
人
と
し
て
の
唐
子
と
い
っ
た
、
あ
る
種
の
神
秘
性
を
持
っ
た「
特
別
な

者
」
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
よ
り
、
花
車
図
は
ほ
ぼ
全
て
の
作
品
に
お

い
て
大
き
く
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
特
別
な
も
の
と
し
て
の
花
車
と

い
う
意
識
は
ま
だ
、
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
期
で
は
、
本
来
、
曳
き
物

(12)
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に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
花
車
が
人
物
と
と
も
に
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
祭
の
曳
き
物
が
人
物
と
と
も
に
あ
り
、動
く
と
い
う「
常
」を
逆
手
に
と
り
、

聖
性
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
人
物
を
伴
う
こ
と
に
よ
り
、（
花

車
と
人
物
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
）
想
像
上
の
特
別
な
も
の
、
様
子
で
は
あ
る
も

の
の
、
人
々
の
営
み
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
表
さ
れ
、
花
車
図
に
親
し
み
や

す
さ
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
。

第
二
期
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
特
徴
を
挙
げ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
様
々
な

も
の
と
結
び
つ
き
花
車
図
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
が
増
え（
モ
チ
ー
フ
の
増

加
）、
静
け
さ
よ
り
も
賑
や
か
に
、
豊
か
に
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

（
ハ
）第
三
期
　
一
八
世
紀
半
ば
～
一
九
世
紀
後
半

第
一
期
で
は
主
に
京
都
で
描
か
れ
た
花
車
図
で
あ
っ
た
が
、
第
二
期
で
は
、

狩
野
伯
円
、
狩
野
岑
信
の
よ
う
に
京
都
の
み
な
ら
ず
江
戸
や
地
方
で
活
躍
し
た

画
家
た
ち
も
花
車
図
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
期
に
な
る
と
そ
の

作
例
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
で
浮
世
絵
に
多
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
口
井
氏

は
、「
雅
な
花
車
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
く
江
戸
の
人
々
に
定
着
さ
せ
た
の
は
浮
世

絵
や
、
歌
舞
伎
で
あ
っ
た）

43
（

」と
述
べ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
本
節

で
は
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
花
車
図
を
中
心
に
、
舞
台
の
作
り
物
と
し
て
描
か
れ

る
も
の
、
人
々
の
生
活
の
な
か
に
描
か
れ
る
も
の
、
唐
子
に
曳
か
れ
る
も
の
に

分
類
し
、
検
討
し
て
い
く
。

舞
台
の
作
り
物
と
し
て
描
か
れ
る
も
の
は
、
一
〇
点
ほ
ど
あ
る
。
鳥
居
清
満

（
一
七
三
五
年
〜
一
七
八
五
年
）「
亀
谷
十
治
郎
し
ら
び
や
う
し
ゆ
や
」
が
こ
の

手
の
作
例
の
早
い
も
の
に
あ
た
り
、
こ
の
作
例
を
も
っ
て
第
二
期
と
第
三
期
の

境
界
を
定
め
た
。
こ
こ
で
は
歌
川
国
芳（
一
七
九
八
年
〜
一
八
六
一
年
）
の
描

い
た「
手
向
杜
若
四
季
咲
」【
図
16
】
を
見
て
い
き
た
い
。
上
演
年
は
一
八
四
八

年
、
上
演
場
所
は
江
戸
中
村
座
、
興
行
名
は「
手
向
杜
若
四
季
咲 

（
た
む
け
ぐ
さ

ゆ
か
り
の
し
き
ざ
き
）
」と
あ
る
。
書
き
下
し
は
粂
三
郎
が
二
〇
歳
の
冬
、
河
原

崎
座
の
顔
見
世
の
時
と
い
い
、
内
容
は
、
妖
艶
無
双
の
若
女
形
の
粂
三
郎
を
褒

め
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
花
車
は
、
粂
三
郎
を
讃
え
、
舞
台
を

華
や
か
に
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
花
車
の
花
は
、
牡
丹
、
菊
、
杜
若

と
い
っ
た
花
々
で
、
そ
れ
を
赤
い
三
輪
型
の
車
に
載
せ
、
豪
華
に
着
飾
っ
た
粂

三
郎
が
曳
い
て
い
る
。
舞
台
上
で
曳
か
れ
た
花
車
に
つ
い
て
、
一
九
〇
八
年
に

刊
行
さ
れ
た『
俗
曲
評
釈

：

江
戸
長
唄
』に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
花
車
」
は
申
す
ま
で
も
な
く
花
籠
を
載
せ
た
車
で
、「
岩
井
扇
」
と

は
、
岩
井
の
紋
は
三
つ
扇
が
丸
く
車
の
様
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
車
の
縁
に
続
け
た
の
で
あ
る）

44
（

 

。

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
前
方
に
あ
る
一
輪
に
は
、
岩
井
家
の
紋
ら
し
き
も
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
舞
台
で
曳
か
れ
る
こ
と
、
ま
た
描
か
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
花
車
図
は
広
が
り
を
見
せ
た
。
車
輪
、
二
輪
か
ら
四
輪
の
も
の
が
見
ら
れ
、

轅
が
な
い
、
も
し
く
は
極
端
に
短
く
、
代
わ
り
に
綱
が
つ
け
ら
れ
、
花
器
を
載

せ
る
部
分
が
地
面
に
つ
い
て
い
る
形
の
も
の
な
ど
、
舞
台
の
作
り
物
と
し
て
多

(13)
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様
に
展
開
し
て
い
く）

45
（

。

人
々
の
生
活
の
な
か
に
描
か
れ
る
も
の
は
、「
吹
き
矢
」【
図
17
】「
柳
下
二
美

人
図
」「
花
山
車
」「
六
歌
仙　

小
町
」
の
四
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
き

た
い
。「
吹
き
矢
」
で
は
景
品
、「
柳
下
二
美
人
図
」「
花
山
車
」
で
は
人
に
曳
か

れ
る
も
の（
お
も
ち
ゃ
）、「
六
歌
仙　

小
町
」で
は
花
器
と
し
て
表
さ
れ
、
人
々

に
愛
で
ら
れ
て
い
る
。
花
車
が
登
場
す
る
歌
舞
伎
な
ど
が
浮
世
絵
に
描
か
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
近
し
い
も
の
に
な
り
、
こ
う
し
た
も
の
が
現
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
点
の
共
通
点
と
し
て
、
花
車
が
人
物
よ
り
も
小
さ
く
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ず
っ
し
り
と
し
た
花
車
は
、
可
愛
ら
し
い

お
も
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
分
か
る
。
第
二
期
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
実

味
を
欠
い
て
い
た
花
車
図
が
、
先
に
挙
げ
た
二
つ
で
は
、
現
実
世
界
に
あ
り
得

る
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
、
よ
り
人
々
に
近
し
い
も
の
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
、
制
作
年
代
は
こ
れ
ら
浮
世
絵
よ
り
も
後
に
な
る
が
、
工
芸
作
品
に
お

い
て
も
画
中
で
見
る
よ
う
な「
花
車
置
物
」（
一
九
世
紀
）や
、「
花
車
曳
き
人
形
」

（
二
〇
世
紀
）が
残
っ
て
い
る
。

唐
子
に
曳
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
第
二
期
の「
童
児
遊
楽
絵
巻
」
な
ど
の
流

れ
を
継
い
だ
も
の
で
、
八
点
確
認
で
き
る
。
第
三
期
に
な
る
と
、
巻
物
な
ど
物

語
性
を
有
し
た
一
場
面
と
し
て
で
は
な
く
、
独
立
し
て「
唐
子
と
花
車
」【
図

18
】
と
い
う
画
題
が
登
場
す
る
。「
唐
子
遊
」
と
し
て
描
か
れ
る
唐
子
た
ち
は
、

太
鼓
や
唐
団
扇
を
持
ち
、
浮
き
立
つ
様
子
で
花
車
を
曳
い
て
い
る
。
花
車
は
四

輪
で
轅
は
な
く
、
綱
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
花
器
を
載
せ
る
部
分
は
地
面
に
接

し
て
お
ら
ず
、
車
輪
の
み
で
支
え
ら
れ
、
野
外
の
賑
や
か
な
場
で
大
勢
に
曳
か

れ
て
い
る
第
三
期
に
な
る
と
、
無
邪
気
に
遊
ぶ
唐
子
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、

花
車
は
添
え
物
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
中
国
風
な
も
の
と
花

車
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で「
唐
子
と
花

車
」
と
い
う
画
題
の
成
立
、
流
布
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
筆
者
は
、
狩
野
派
の
画
家
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
田
島
達
也
氏
は

唐
子
遊
図
に
つ
い
て
、
漢
画
系
の
流
派
、
主
に
狩
野
派
に
よ
っ
て
、
障
壁
画
や

屏
風
絵
な
ど
の
画
題
と
し
て
描
か
れ
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
定
着
し
た
と

見
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る）

46
（

。
花
車
図
も
、
狩
野
派
も
し
く
は
狩
野
派
に
習
っ
た

画
家
が
得
意
と
し
て
描
い
た
画
題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
狩
野
派
が
得
意
と
し
て

い
た
画
題
同
士
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た

こ
の
画
題
が
好
ま
れ
、
流
布
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
描
い
た

浮
世
絵
の
流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
着
飾
り
、
表
情
豊
か
に
一
生
懸
命
花
車
を
曳

く
唐
子
の
姿
は
愛
ら
し
く
、
こ
ぞ
っ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
三
つ
の
共
通
点
は
、
全
て
人
物
と
と
も
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
人
物
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
花
車
図
が
画
面
の

脇
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
描
写
も
見
ら
れ
る
。
も
は
や
花
車
図
は
主

題
の
中
心
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
人
物
に
華
を
添
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
花

車
図
は
江
戸
時
代
の
流
行
に
左
右
さ
れ
、
人
々
の
手
に
落
ち
て
い
っ
た
の
だ
。

若
干
で
は
あ
る
が
浮
世
絵
以
外
で
、
花
車
図
は
金
屏
風
に
も
見
ら
れ
る
。
第

二
期
の
よ
う
な
複
数
の
花
車
図
を
描
く
も
の
は
ぱ
た
り
と
な
く
な
り
、
第
一
期

の
図
像
を
踏
襲
し
た
も
の
が
描
か
れ
る
。
細
見
美
術
館
蔵「
花
車
図
屏
風
」【
図

19
】
は
明
ら
か
に
真
正
極
楽
寺
本
を
模
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
見
し
て
非
常
に

(14)
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類
似
し
て
い
る
が
、
異
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
細
見
美
術
館
本
で
は
、
三

台
が
一
方
向
を
向
き
で
描
か
れ
、
左
隻
の
最
も
豪
華
な
花
車
図
を
先
頭
に
、
こ

れ
か
ら
行
列
を
成
し
進
ん
で
い
く
よ
う
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
隻
に
は

赤
、
桃
、
白
の
立
派
な
牡
丹
が
入
れ
ら
れ
た
大
き
な
花
車
図
と
、
水
盤
に
蘭
が

入
れ
ら
れ
た
小
さ
な
花
車
図
が
、
右
隻
に
は
万
年
青
や
梅
な
ど
が
入
れ
ら
れ
た

花
車
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
花
車
図
も
、
花
を
入
れ
ら
れ
た
、
と
い

う
よ
り
、
花
を
盛
り
込
ま
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
先
に
述
べ

た
よ
う
な
構
図
に
加
え
、
花
を
大
量
に
盛
り
込
む
こ
と
で
豪
華
で
豊
か
な
様
子

が
強
調
さ
れ
て
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
厳
か
な
聖
な
る

も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
万
人
受
け
す
る
豊
か
で
縁
起
が
良
い
も
の
と
な
っ
て

い
っ
た
。

ま
た
、
第
三
期
に
な
る
と
、
第
二
期
で
は
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、

杉
戸
に
再
び
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
三
人
唐
子
華
車
」【
図
20
】
の
よ
う
な
、

第
一
期
か
ら
第
三
期
の
花
車
図
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
も
の
も
描
か
れ
、
こ
の

よ
う
な
作
例
か
ら
も
、
花
車
図
の
多
様
化
が
分
か
る
。

一
九
世
紀
後
半
以
降
の
花
車
、
花
車
図
の
作
例
に
は
、
取
り
立
て
て
図
像
や

意
味
に
変
化
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
形
と
し
て
は
、
大
八
車
を
真
横
か
ら
捉
え

た
様
子
で
、
丸
み
を
帯
び
た
竹
籠
に
牡
丹
や
菊
を
入
れ
る
と
い
っ
た
形
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
意
味
と
し
て
は
第
三
期
で
み
た
、
縁
起
の
良
い
も
の
と
し
て

の
意
味
と
、
次
節
で
述
べ
る
染
織
の
意
味
が
混
成
し
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
寛
永
年
間
か
ら
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
絵
画
、
工
芸
分
野
の
花

車
図
の
変
遷
を
見
て
き
た
。
第
一
期
で
は
、
主
に
杉
戸
絵
に
花
車
図
が
単
体
で

描
か
れ
て
い
る
作
例
が
多
い
こ
と
、
第
二
期
で
は
、
金
屏
風
に
複
数
描
か
れ
た

も
の
、
特
別
な
人
々
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
現
れ
る
こ
と
、
第
三
期

で
は
、
主
に
浮
世
絵
に
描
か
れ
、
画
題
の
中
心
か
ら
外
れ
て
い
く
一
方
で
、
金

屏
風
に
お
い
て
は
豪
華
さ
を
強
調
し
、
表
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
他
、

享
受
者
、
図
像
の
意
味
の
変
化
な
ど
は
、
次
節
を
踏
ま
え
、
総
括
箇
所
に
て
述

べ
る
。

三
―
二
、
染
織
の
作
例

染
織
… 

紅
紫
段
花
車
破
格
子
模
様
厚
板
唐
織
／
胴
箔
地
蝶
花
車
文
縫
箔
／
藤
花

車
模
様
小
袖
／
紅
白
段
枝
垂
桜
花
車
文
唐
織
／
黒
紅
白
段
簾
夕
顔
花
車

文
唐
織
／
紫
地
花
車
に
市
松
文
様
長
絹
紅
白
段
花
車
熨
斗
文
唐
織
／
白

綸
子
地
花
車
模
様
小
袖
／
胴
箔
地
花
車
散
銀
杏
模
様
縫
箔
／
紅
綸
子
地

花
車
模
様
打
掛
／
白
綸
子
地
梅
桜
牡
丹
花
車
模
様
打
掛
／
紅
地
麻
葉
繁

花
車
模
様
縫
箔
／
赤
地
花
車
袖
垣
文
様
／
花
車
鳳
凰
打
掛
／
花
車
生
花

蝶
紋
模
様
振
袖
／
唐
織
紅
萌
葱
茶
段
花
入
菱
花
車
文
様
／
唐
織　

亀
甲

花
菱
地
花
車
模
様
／
垣
に
花
車
草
花
文
様
唐
織
／
花
車
模
様
打
掛
／
綸

子
地
花
篭
車
中
啓
文
小
袖
／
繻
子
地
桜
花
篭
車
文
小
袖
裂
／
縮
緬
地
花

篭
車
文
小
袖
裂
／
菊
花
篭
車
文
長
絹
／
縮
緬
地
花
篭
車
文
加
賀
染
裂
／

綸
子
地
花
篭
車
唐
児
文
加
賀
染
裂
／
蝶
と
花
車
文
様
唐
織
／
浅
葱
絽
地 

御
所
解（
前
栽
花
車
）文
様
振
袖
／
御
所
解
文
小
袖　

計
二
七
点

染
織
で
は
桃
山
時
代
の
作
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
特

(15)



265

人文13号（2014）

定
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る）

47
（

。
ま
た
、
多
く
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て

制
作
年
代
は「
江
戸
時
代
」
な
ど
と
い
っ
た
、
お
お
よ
そ
の
紹
介
に
留
ま
っ
て

い
る）

48
（

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
、
時
代
で
の
分
類
は
行
わ
ず
、
全
体

を
通
し
て
作
例
を
検
討
し
て
い
く
。

花
車
図
は
、
一
六
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た『
新
撰
御
ひ
い
な
か
た
』
に「
花
く

る
ま
の
も
や
う
」【
図
21
】
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
花
車
図
の
成
立
を
寛
永
年

間
と
す
る
と
、
早
い
段
階
で
染
織
分
野
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実

際
の
作
例
か
ら
、
染
織
作
品
の
花
車
図
を
見
て
い
き
た
い
。
大
き
く
二
つ
に
分

類
で
き
、
一
つ
は
、
一
八
世
紀
の
作
と
い
わ
れ
る「
白
綸
子
地
花
車
模
様
小
袖
」

【
図
22
】
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
絵
画
の
な
か
で
も
見
ら
れ
た
、
二
輪

の
大
八
車
に
、
花
籠
を
載
せ
て
い
る
。
枝
に
対
し
、
大
き
な
花
、
丸
い
花
籠
に

丸
い
車
輪
、
交
差
し
た
轅
を
持
つ
花
車
図
が
全
体
に
配
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
、「
紅
紫
段
花
車
破
格
子
模
様
厚
板
唐
織
」【
図
１
】
や「
紅
白
段
枝
垂
桜
花

車
文
唐
織
」【
図
23
】
に
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
紅
紫
段
花
車
破
格
子
模
様

厚
板
唐
織
」
で
は
、
轅
と
台
座
を
持
た
ず
、
束
ね
た
花
に
直
接
二
輪
の
車
輪
を

組
み
合
わ
せ
た
花
束
型）

49
（

で
あ
る
。「
紅
白
段
枝
垂
桜
花
車
文
唐
織
」は
そ
の
派
生

形
と
も
い
え
る
形
で
、
轅
と
台
座
を
持
た
ず
、
三
角
錐
型
の
花
器
に
花
を
載
せ

る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
花
と
車
輪
の
み
で
構
成
さ
れ
た
花
車
は
主
に
一
八
世
紀
の

唐
織
に
見
ら
れ
る
。
意
匠
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
轅
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
小
袖
な
ど
に
自
由
に
花
車
図
を
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
例

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
花
車
図
は
唐
織
の
能
衣
装
に
多
く
、「
熊
野
」「
右
近
」

「
井
筒
」「
野
宮
」「
江
口
」
と
い
っ
た
演
目
で
シ
テ
が
装
う
も
の
で
あ
る
。「
花
見

の
車
」
ま
た
は「
車
」
か
ら
の
転
用
で
、
花
車
図
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
流
派
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が『
観
世
流
謡
曲
等
階
級
季
節

表
』）

50
（

に
よ
れ
ば
、「
熊
野
」「
江
口
」「
野
宮
」な
ど
一
級
の
演
目
で
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
と
も
に
表
さ
れ
る
意
匠
は
、
源
氏
香
や
胡
蝶
と
い
っ
た
、
源
氏
物
語
を

意
識
し
た
も
の
が
多
い
。
車
輪
は
源
氏
車
の
形
を
と
る
も
の
が
多
く
、
表
さ
れ

る
花
も
、
夕
顔
や
、
秋
草（
萩
、
菊
、
薄
、
桔
梗
）な
ど
、
や
は
り
源
氏
物
語
縁
の

花
々
で
あ
る
。

花
車
図
が
掲
載
さ
れ
た『
新
選
撰
御
ひ
い
な
か
た
』
を
眺
め
て
い
る
と
、
花

車
の
他
に
、
琴
、
将
棋
の
駒
、
矢
な
ど
器
物
文
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
ら
、
器
物
文
に
つ
い
て
伊
藤
哲
夫
氏
は「
桃
山
時
代
の
影
響

を
う
け
な
が
ら
江
戸
時
代
初
期
に
成
熟
し
た）

51
（

 

」
と
述
べ
て
お
り
、
絵
画
に
お
け

る
静
物
画
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
器
物
文
は
作
興
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
伊

藤
氏
は「
平
安
王
朝
へ
の
憧
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
御
所
車
文
や
檜
扇
文
、

几
帳
文
な
ど
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
行
わ
れ
た
和
子
入
内
に
よ
る
武
家
と
天
皇

家
の
婚
礼
行
列
を
契
機
と
す
る
身
分
を
超
え
て
の
婚
礼
に
象
徴
さ
れ
る
慶
事

へ
の
憧
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る）

52
（

」
と
し
、
御
所
車
と
近
し
い
形
を
し
た
花

車
は
、「
御
所
解
文
」
の
一
部）

53
（

、
花
籠
と
御
所
車
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
舞
台
の
衣
装
と
な
る
こ
と

で
、
雅
や
か
な
世
界
を
表
す
も
の
と
な
り
、
人
々
へ
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
花
車≒

御
所
車
、
王
朝
文
化
と
い
う
感
覚
は
、
染
織
の
み
な
ら
ず
、
先

に
見
た
絵
画
、
工
芸
分
野
と
も
結
び
つ
き
、
現
代
の
花
車
図
の
解
釈
と
な
っ
て

い
る
。

(16)
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三
―
三
、三
章
総
括

作
例
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
表
さ
れ
た
花
車
は
、
大
き
く
以
下
の

型
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

①
大
八
車
型

②
三
輪
車
型

③
四
輪
型

④
花
束
型

車
に
花
、
花
器
と
い
う
型
が
主
流
で
あ
る
が
、
①
、
④
で
は
花
器
を
持
た
ず
、

直
接
花
を
積
む
も
の
も
あ
る
。
作
例
と
し
て
①
が
圧
倒
的
に
多
く
、
花
車
図
成

立
当
初
か
ら
見
ら
れ
る
。
②
、
③
は
第
三
期
に
多
く
見
ら
れ
、
④
は
染
織
、
特
に

唐
織
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

次
い
で
、
図
像
的
特
徴
、
影
響
、
媒
体
と
場
、
享
受
者
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て

い
き
た
い
。
第
一
期
で
は
、
大
八
車
型
の
花
車
が
、
画
面
に
人
物
、
背
景
な
ど
を

伴
わ
ず
、
単
体
で
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
積
ま
れ
た
花
に
は
、
な
げ
い
れ
の
影
響

が
見
ら
れ
る
。
寺
社
仏
閣
の
杉
戸
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
享
受
者
は
特

権
階
級
の
人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
期
で
は
、
大
き
く
二
つ
の
図
像

的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
金
屏
風
に
複
数
描
か
れ
た
も
の
と
、
人
物
と
と
も
に
表

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
屏
風
に
複
数
描
か
れ
る
も
の
に
は
、
博
物
的
要
素
が

見
ら
れ
、
花
車
図
と
と
も
に
描
か
れ
る
人
物
は
、
美
人
、
特
権
階
級
に
あ
る
者
、

唐
子
の
三
種
類
で
あ
る
。
伴
う
人
物
に
よ
っ
て
意
味
は
異
な
り
、
美
人
を
描
い

た
も
の
は
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
西
洋
諸
国
の
人
々
が
異
国
情
緒
を
楽
し
む
も
の
、
特

権
階
級
の
人
々
を
描
い
た
も
の
は
、
花
へ
の
愛
好
、
唐
子
を
描
い
た
も
の
は
子

孫
繁
栄
の
吉
祥
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
絵
画
か
ら
焼
き

物
ま
で
幅
広
く
描
か
れ
る
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。
享
受
者
は
海
外
に
ま
で
及
ぶ

が
、
国
内
で
は
依
然
、
限
ら
れ
た
特
権
階
級
の
人
々
で
あ
る
。
第
三
期
で
は
、
媒

体
と
場
に
よ
っ
て
図
像
や
意
味
が
大
き
く
異
な
る
。
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
も
の

は
、
大
八
車
型
以
外
の
花
車
図
も
現
れ
る
。
舞
台
の
作
り
物
と
し
て
描
か
れ
る

も
の
、
人
々
の
生
活
の
な
か
に
描
か
れ
る
も
の
、
唐
子
と
と
も
に
描
か
れ
る
も

の
が
あ
り
、
能
、
歌
舞
伎
な
ど
の
芸
能
の
影
響
が
あ
る
。
浮
世
絵
に
よ
り
、
享
受

者
は
一
般
庶
民
に
ま
で
広
が
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
金
屏
風
や
杉
戸
で
は
、
第

一
期
へ
回
帰
す
る
。
こ
れ
ら
享
受
者
は
作
品
を
注
文
し
た
裕
福
層
で
あ
る
。

第
三
期
染
織
に
お
い
て
は
、
独
特
な
花
束
型
が
見
ら
れ
る
。
芸
能
の
衣
装
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、
王
朝
文
化
を
表
す
文
様
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
花
車
図
は
、
時
代
の
流
行
、
表
さ
れ
る
場
所
や
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
と
上

手
く
結
び
つ
き
、
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

四
、
結
び
に
か
え
て

第
一
章
で
は
、
花
車
・
花
車
図
研
究
の
現
状
と
そ
れ
を
踏
ま
え
、
花
車
の
起

源
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
花
車
図
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
各
時
期
の
特
徴
を

洗
い
出
し
、
機
能
及
び
受
容
の
様
態
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
稿
の

目
的
と
し
た
。
第
二
章
で
は
、
花
車
図
の
出
現
・
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
深
め

た
。
作
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
現
・
成
立
は
寛
永
年
間
に
あ
り
、
そ

の
背
景
に
は
器
物
や
静
物
を
描
く
流
行
、
い
け
ば
な
の
影
響
が
あ
り
、
花
車
を

描
く
そ
の
精
神
は
日
本
人
の
自
然
信
仰
に
関
係
す
る
も
の
と
し
た
。
花
車
の
起

(17)
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源
は
、
作
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祇
園
祭
の
曳
き
物
に
関
係
す
る
も
の

と
結
論
づ
け
た
。
第
三
章
で
は
、
花
車
図
の
変
遷
を
追
う
こ
と
で
、
以
下
の
こ

と
が
分
か
っ
た
。

《
表
現
の
方
》

花
車
図
に
は
①
大
八
車
型
②
三
輪
車
型
③
四
輪
型
④
花
束
型
が
あ
る
。

第
一
期
… 

①
大
八
車
型
が
画
面
に
単
体
で
描
か
れ
、
モ
チ
ー
フ
が
画
面
の
中

に
き
っ
ち
り
と
収
ま
り
整
然
と
し
た
構
図
を
持
つ
。

第
二
期
… 

①
大
八
車
型
で
、
金
屏
風
に
複
数
描
か
れ
る
も
の
、
美
人
や
公

家
、
唐
子
と
い
っ
た
人
物
と
と
も
に
表
さ
れ
る
も
の
が
現
れ
る
。

こ
の
時
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
例
に
お
い
て
、
人
物
よ
り
も
花
車
図

は
大
き
く
表
さ
れ
て
い
る
。
第
一
期
と
比
較
す
る
と
、
描
か
れ
る

モ
チ
ー
フ
の
増
加
に
よ
り
華
や
か
で
、
動
的
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

第
三
期
… 

媒
体
と
場
に
よ
っ
て
異
な
る
図
像
を
持
つ
。
浮
世
絵
で
は
、
①
大

八
車
型
、
②
三
輪
車
型
、
③
四
輪
車
型
、
そ
の
他
派
生
系
も
見
ら

れ
る
。
舞
台
の
作
り
物
と
し
て
描
か
れ
る
も
の
、
人
々
の
生
活
の

な
か
に
描
か
れ
る
も
の
、
唐
子
と
と
も
に
描
か
れ
る
も
の
が
あ

る
。
と
も
に
表
さ
れ
る
人
物
は
第
二
期
で
見
た
、
特
別
な
者
た
ち

だ
け
で
な
く
、
一
般
庶
民
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
ら
人
物
よ
り
も
小

さ
く
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
画
面
の
脇
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
も
の

も
多
い
。
金
屏
風
、
杉
戸
で
は
、
第
二
期
の
よ
う
な
複
数
描
か
れ

る
も
の
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
第
一
期
の
よ
う
な
①
大
八
車
を
真

横
か
ら
捉
え
た
も
の
が
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

染
織
… 

①
大
八
車
型
、
④
花
束
型
で
表
さ
れ
る
。
特
に
④
花
束
型
は
絵
画
や

工
芸
分
野
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
染
織
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

《
影
響
》

第
一
期
… 

祭
り
の
曳
き
物
、い
け
ば
な
、寛
永
年
間
に
お
け
る
静
物
画
の
流
行
。

第
二
期
…
博
物
学
、
諸
外
国
。

第
三
期
…
歌
舞
伎
、
能
、
浮
世
絵
、
第
一
期
の
花
車
図
。

染
織
…
特
に
源
氏
物
語
を
扱
っ
た
能
。

《
媒
体
と
場
》

第
一
期
…
杉
戸
が
中
心
で
あ
る
が
、
屏
風
や
釘
隠
し
の
作
例
も
あ
る
。

第
二
期
…
屏
風
を
は
じ
め
、
巻
物
、
焼
き
物
な
ど
広
が
り
を
見
せ
る
。

第
三
期
… 

浮
世
絵
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
他
、
屏
風
、
杉
戸
、
巻
物
な
ど
に

も
見
ら
れ
る
。

染
織
…
小
袖
の
他
に
も
、
唐
織
に
多
い
。

《
享
受
者
》

第
一
期
…
寺
院
城
郭
の
杉
戸
な
ど
か
ら
、
特
権
階
級
の
人
々
。

第
二
期
… 

輸
出
品
に
も
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
享
受
者
は
海
外
に
ま
で

及
ぶ
が
、
国
内
で
は
依
然
、
限
ら
れ
た
特
権
階
級
の
人
々
。

第
三
期
…
浮
世
絵
を
目
す
る
多
く
の
人
々
（
一
般
庶
民
）。

染
織
…
芸
能
の
演
者
、
鑑
賞
者
。

最
後
に
、
花
車
図
の
意
味
、
機
能
及
び
受
容
の
様
態
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と

め
て
お
き
た
い
。
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第
一
期
で
は
、
花
車
と
い
う
図
様
を
画
面
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
と

の
紐
帯
を
失
い
、
無
機
質
な
モ
チ
ー
フ
へ
と
変
換
し
、
現
実
を
超
越
し
た
聖
性

を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
た
。
第
二
期
で
は
、
第
一
期
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
人

物
を
は
じ
め
、
多
く
の
も
の
と
結
び
つ
き
、
賑
や
か
で
豊
か
な
様
子
と
な
り
、

モ
チ
ー
フ
が
画
面
の
外
に
飛
び
出
す
よ
う
な
も
の
も
増
え
て
い
っ
た
。
表
さ
れ

た
人
物
は
特
別
な
者
た
ち
で
あ
り
、
花
車
図
は
こ
れ
ら
人
物
よ
り
大
き
く
描
か

れ
る
こ
と
か
ら
花
車
図
が
特
別
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
想
像
の
世
界

の
様
子
で
は
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
と
お
り
、
モ
チ
ー
フ
の
増
加
、
構
図
の
変

化
に
よ
っ
て
第
一
期
よ
り
も
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
の
作
例
も
多
く
、
よ
り
現

実
世
界
に
近
づ
い
た
。
第
三
期
に
な
る
と
、
花
車
図
の
受
容
は
多
様
化
す
る
。

浮
世
絵
で
は
現
実
世
界
の
歌
舞
伎
や
能
、
ま
た
そ
の
衣
装
を
彩
る
も
の
と
し

て
、
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
き
、
金
屏
風
や
杉
戸
で
は
豪
華
で
豊

か
な
様
子
が
強
調
さ
れ
、
万
人
受
け
す
る
縁
起
の
よ
い
も
の
と
し
て
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
染
織
に
お
い
て
は
、
源
氏
物
語
を
扱
う
舞
台
の
装
束
に
し
ば

し
ば
表
さ
れ
る
こ
と
で
、
雅
や
か
な
王
朝
文
化
に
直
結
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
代
に
お
い
て
の
花
車
図
の
意
味
は
、
第
三
期
の
縁
起
の
よ
い
も
の
と

し
て
の
意
味
と
、
染
織
に
お
け
る
、
雅
や
か
な
世
界
観
が
混
成
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
花
車
図
は
、
単
に
想
像
上
の
も
の
か
ら
現
実
世
界
の
も
の
と
し

て
表
さ
れ
て
い
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
複
雑
な
機
能

及
び
受
容
の
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

花
車
図
は
時
代
の
流
行
に
上
手
く
結
び
つ
き
、
人
々
に
馴
染
ん
で
い
く
こ
と

で
、
現
在
に
ま
で
残
っ
た
息
の
長
い
図
像
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
ど
の

時
代
に
お
い
て
も
、
世
相
を
映
す「
代
表
的
な
図
像
」
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
点
が
、
花
車
図
が
今
日
ま
で
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
一
因
だ
っ
た
よ
う

に
も
感
じ
る
。
本
稿
が
、
花
車
・
花
車
図
研
究
の
一
端
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
） 　

吉
田
光
邦「
御
所
車
と
花
車
」『
日
本
の
文
様
２
車
』光
琳
社
出
版
、一
九
七
〇
年

（
２
） 　

植
木
朝
子「「
花
車
」考
―
能
・
小
歌
・
意
匠
の
交
響
―
」『
国
語
国
文
』七
〇
号
、

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

（
３
） 　

口
井
知
子「
江
戸
に
お
け
る
花
車
の
流
行
と
そ
の
起
源
」『
民
族
芸
術
』
二
二

号
、
二
〇
〇
六
年

（
４
） 　

前
掲
注
１
、
二
七
頁

（
５
） 　

視
覚
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
編『
日
本
・
中
国
の
文
様
事
典
』
視
覚
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
六
頁

（
６
） 　

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
編『
い
け
ば
な: 

歴
史
を
彩
る
日
本
の
美
』京
都
府

京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
、
図
版
№
63
解
説

（
７
） 　

吉
岡
幸
雄
編『
日
本
の
意
匠
15
器
物
』
京
都
書
院
、
一
九
八
七
年
、
図
版
№
40

解
説

（
８
） 　

工
藤
昌
伸「
な
げ
い
れ
の
系
譜
と
抛
入
花
の
形
成
」『
い
け
ば
な
美
術
全
集
七　

抛
入
花
と
文
人
花
』集
英
社
、
一
九
八
二
年
、
九
四
頁

（
９
） 　

大
井
ミ
ノ
ブ『
い
け
ば
な
辞
典
』
東
京
堂
出
版 

、
一
九
七
六
年
、
二
六
七
〜

二
六
八
頁

（
10
） 　

京
都
帝
室
博
物
館『
京
都
帝
室
博
物
館
大
和
絵
特
別
陳
列
目
録
』
京
都
帝
室

博
物
館
、
一
九
〇
九
年

（
11
） 　

坂
崎
坦
編『
日
本
絵
画
論
大
系
Ⅱ
』名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
三
頁

（
12
） 　

源
豊
宗『
桃
山
屏
風
大
観
』中
島
泰
成
閣
、
一
九
三
四
年
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（
13
） 　

前
掲
注
３
、七
〇
頁
、（
注
31)

（
14
） 　

前
掲
注
２
、
一
〜
二
頁

（
15
） 　

源
豊
宗『
日
本
美
術
の
静
物
画
』
日
本
美
術
工
芸
四
〇
四
号
、
一
九
七
二
年
、

一
五
頁

（
16
） 　

華
道
沿
革
研
究
会
編『
花
道
古
書
集
成. 

第
一
期
第
二
卷
』
大
日
本
華
道
会
、

一
九
三
〇
〜
一
九
三
一
年
、
二
〇
七
頁

（
17
） 　

源
豊
宗「
寛
永
時
代
の
静
物
画
」『
國
華
』
一
〇
七
一
号
、
一
九
八
四
年
二
月
、

一
四
頁

（
18
） 　

桜
井
満『
花
と
日
本
人
』雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
頁

（
19
） 　

前
掲
注
３
、
六
七
頁

（
20
） 　

國
史
大
系
編
修
會
編『
日
本
後
紀
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
一
七
頁

（
21
） 　

神
道
大
系
編
纂
会『
神
道
大
系　

神
社
編
十　

祇
園
』
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
九
二
年
、
三
一
二
頁

（
22
） 　

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク　

川
本
桂
子
訳「
狩
野
外
記（
敦
信)

筆　

祇
園
祭

礼
山
鉾
巡
行
図
杉
戸
」『
國
華
』一
三
一
七
号
、
二
〇
〇
五
年
、
二
九
頁

（
23
） 　

前
掲
注
１
、
二
七
頁

（
24
） 　

前
掲
注
１
、
二
七
頁

（
25
） 　

前
掲
注
22
、
三
八
八
頁

（
26
） 　

現
在
、
我
々
は
祇
園
祭
で
、
花
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
花
傘
巡
行
の
な
か

で
曳
か
れ
る「
神
饌
花
車
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
花
傘
巡
行
は
一
九
六
六
年
に
、
後

祭
廃
止
に
伴
い
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
も
と
も
と
、
祇
園

祭
が
は
じ
ま
っ
た
頃
の
山
鉾
は
、
花
傘
の
形
態
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
巡
行
は
、
祭
の
原
初
的
な
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

（
27
） 　
「
花
車
図
屏
風
」「
花
車
図
杉
戸
絵
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
所
蔵
先

を
通
称
名
と
し
て
、
名
古
屋
城
蔵「
花
車
図
杉
戸
絵
」↓
名
古
屋
城
本
と
記
す
。

（
28
） 　

坂
崎
坦
編『
日
本
絵
画
論
大
系
Ⅱ
』名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
四
一
六
頁

（
29
） 　

名
古
屋
城
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
花
車
図
の
項

（
30
） 　

土
居
次
義「
知
恩
院
の
障
壁
画
」『
障
壁
画
全
集
９　

知
恩
院
』美
術
出
版
社
、

一
九
六
九
年
、
一
二
四
頁
に
お
い
て
、「
こ
れ
ら
諸
室
の
外
ま
わ
り
の
縁
に
は
、

各
所
に
杉
戸
絵
が
は
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
一
部
を
除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
本
来
の
場
所
か
ら
は
ず
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
部
が
大
方
丈
の
裏
側
広
縁
や

同
方
丈
か
ら
小
方
丈
に
至
る
歩
廊
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。（
中
略)

ま
た
、
取
り

は
ず
さ
れ
て
大
方
丈
の
北
広
縁
と
小
方
丈
酒
井
の
歩
廊
に
展
示
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
計
八
枚
を
か
ぞ
え
、
次
の
通
り
で
あ
る
。（
中
略)

一
、
著
色　

槇
・
花
車

図（
二
面
・
両
面
を
描
く)

」と
あ
る
。

（
31
） 　

青
蓮
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
小
御
所
の
項

（
32
） 　

金
子
明
代「
西
本
願
寺
書
院
菊
の
間
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
座
敷
に
現
れ
た

「
墻
尽
」の
空
間
に
つ
い
て
―
」『
芸
術
学
学
報
一
三
号
』、
二
〇
〇
六
年
、
七
頁

（
33
） 　

北
嶋
秀
子「「
宝
相
華
」
と「
牡
丹
」
に
関
係
す
る
考
察
」」『
文
星
芸
術
大
学
大

学
院
研
究
科
論
集
』
第
五
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
一
〇
頁
に
て
、
海
住
山
寺
五

重
塔
二
重
長
押
の
文
様
を
挙
げ
、
群
青
の
牡
丹
は
元
来
宝
相
華
で
あ
り
、
こ
れ

は
空
想
花
か
ら
現
実
花
へ
の
段
階
的
な
変
化
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ

て
い
る
。

（
34
） 　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・『
花
車
図
屏
風
』の
項
備
考

（
35
） 　
個
人
蔵
本
、
新
津
市
博
物
館
本
で
は
金
雲
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
、
情
景
描
写
を
助
長
す
る
よ
う
な
背
景
は
な
い
。

（
36
） 　

前
掲
注
３
、
六
八
頁

（
37
） 　

プ
ロ
ン
ク
の
デ
ザ
イ
ン
画
、
そ
れ
を
元
に
し
た
景
徳
鎮
、
古
伊
万
里
の
作
例

は
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
開
館
編『
古
伊
万
里
の
道
』佐
賀
県
立
九
州
陶

磁
文
化
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
〇
頁
〜
五
二
頁
に
掲
載

（
38
） 　

国
立
民
俗
博
物
館
監
修『
歴
博
万
華
鏡（
普
及
版)

』朝
倉
書
店
、二
〇
〇
七
年
、
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一
八
五
頁
で
は「
巨
大
な
菊
の
つ
く
り
物
の
花
車
」と
あ
る
が
、
葉
や
花
の
描
き

方
か
ら
見
る
に
牡
丹
で
あ
る
。

（
39
） 　

前
掲
注
21
、
一
七
頁

（
40
） 　

唐
子
に
つ
い
て
、
黒
田
日
出
男
氏
は「
唐
子
と
芸
能
」『
黒
山
に
龍
が
い
た 

―

開
発
史
か
ら
絵
画
史
料
論
ま
で
―
』
黒
田
日
出
男
先
生
退
官
記
念
誌
刊
行
会
、

二
〇
〇
四
年
二
月
、
一
二
〇
頁
で
、「
近
世
の
唐
人
イ
メ
ー
ジ
は
朝
鮮
通
信
使
の

行
列
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
人
々
に
根
付
か
せ
た
の
は
、
祭
礼
に

出
た
唐
人
行
列（
仮
装
行
列)

で
あ
り
、
唐
子
の
イ
メ
ー
ジ
も
事
情
は
同
様
だ
ろ

う
」と
述
べ
て
い
る
。

（
41
） 　

前
掲
注
１
、
二
七
頁

（
42
） 　

前
掲
注
１
、
二
七
頁

（
43
） 　

前
掲
注
３
、七
〇
頁

（
44
） 　

佐
々
醒
雪『
俗
曲
評
釈:

江
戸
長
唄
』忠
文
舎
、
一
九
一
〇
年
、
一
九
二
頁

（
45
） 　

二
輪
の
大
八
車
型
で
は
、
舞
台
上
で
安
定
し
な
い
た
め
、
こ
の
形
が
考
案
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
46
） 　

田
島
達
也「
唐
子
遊
図
を
め
ぐ
っ
て
」『
絵
画
と
私
的
世
界
の
表
象
』
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
六
頁

（
47
） 　

例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
作
と
あ
っ
た「
赤
地
籬
格
子
花
車
文
唐
織
」
が
、「
紅

紫
段
花
車
破
格
子
模
様
厚
板
唐
織
」と
さ
れ
、
一
八
世
紀
の
作
と
な
っ
て
い
る
。

（
48
） 　

源
豊
宗
ほ
か
著『
日
本
の
文
様
２
車
』光
琳
社
出
版
、一
九
七
〇
年
の
解
説
な
ど

（
49
） 　

花
束
型
と
い
う
表
現
は
、
前
掲
注
２
、八
頁
、
植
木
氏
の
論
文
か
ら
拝
借
し
た
。

（
50
） 　

観
世
左
近
編『
観
世
流
謡
曲
百
番
集
』檜
書
店
、
一
九
五
〇
年
、
巻
末

（
51
） 　

伊
藤
哲
夫
筆
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
監
修『
日
本
の
美
術
№

五
一
七　

器
物
の
意
匠
―
器
物
文
様
』二
〇
〇
九
年
、
一
八
頁

（
52
） 　

前
掲
注
51
、
一
九
頁

（
53
） 　

前
掲
注
3
、
一
五
六
頁
、
作
例
と
し
て
は
大
阪
市
立
博
物
館「
浅
葱
絽
地 

御

所
解（
前
栽
花
車
）文
様
振
袖
」な
ど

図
版
出
典

図
１
、 ９
、
15
、
18
、
20
、
22　

東
京
国
立
博
物
館

図
２
、 

武
田
恒
夫
ほ
か『
障
壁
画
全
集
３　

名
古
屋
城
』一
九
六
七
年

図
３
、 

筆
者
撮
影

図
４
、 

本
願
寺
出
版
社
編
集
発
行『
本
願
寺
グ
ラ
フ
』二
〇
〇
一
年

図
５
、 

12
、
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
編『
い
け
ば
な

： 

歴
史
を
彩
る
日
本
の
美
』京

都
府
京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年

図
６
、 七
尾
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会
編
集『
新
修
七
尾
市
史
一
二
』
七
尾
市
役
所
、

二
〇
〇
四
年

図
７
、 

國
華
一
三
一
七
号
、
二
〇
〇
五
年

図
８
、 

神
道
大
系
編
纂
会『
神
道
大
系　

神
社
編
十　

祇
園
』
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
九
二
年

図
10
、 

新
津
市
文
化
振
興
財
団『
櫻
花
爛
漫 

： 

日
本
美
術
の
櫻
』一
九
九
八
年

図
11
、 

吉
岡
幸
雄
編『
日
本
の
意
匠
８　

人
』京
都
書
院
、
一
九
八
五
年

図
13
、 

岩
手
県
立
美
術
館『
美
が
結
ぶ
絆　

ベ
ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
所
蔵
日

本
美
術
名
品
展
』、
二
〇
〇
八
年

図
14
、 

歴
史
民
俗
博
物
館
監
修『
歴
博
万
華
鏡
』朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
〇
年

図
16
、 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

図
17
、 

楢
崎
宗
重
、
山
口
桂
三
郎
著『
浮
世
絵
聚
花
一
一　

大
英
博
物
館
』、
小
学
館
、

一
九
七
九
年

図
19
、 

細
見
美
術
館

図
21
、 

花
林
舎
編
集『
日
本
の
文
様
図
典
』花
林
舎
、
一
九
九
六
年

図
23
、 
源
豊
宗
ほ
か『
日
本
の
文
様
２
車
』光
琳
社
出
版
、
一
九
七
〇
年

(21)
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付
記本

稿
は
平
成
二
四
年
度
卒
業
論
文『「
花
車
図
」
研
究
』
を
再
編
集
し
、
大
幅
に
加

筆
し
た
も
の
で
す
。
長
き
に
渡
り
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
佐
野
み
ど
り
先
生
、
荒
川
正

明
先
生
、
ま
た
、
励
ま
し
、
支
え
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
哲
学
科
事
務
室
の
ス
タ
ッ

フ
、
家
族
、
多
く
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

E
N

G
L

ISH
 SU

M
M

A
R

Y
O

n the iconographical H
anagurum

a:Its O
rigin and changes 

H
O

SO
K

AW
A

 A
suka

The purpose of this paper is to exam
ine a set of questions regarding H

a-
nagurum

a-zu. This study tries to suggest the period of the first appearance 
of the iconography of H

anagurum
a-zu and investigates its later transfor -

m
ations in the history of art. H

anagurum
a can be defined as a cart w

ith 
tw

o, three or four w
heels, w

hich is loaded w
ith various kinds of flow

ers. 
H

anagurum
a-zu is a group of w

orks or paintings w
hose m

ain m
otif is H

a -
nagurum

a. The first of these w
ere painted in the early Edo period, and there 

now
 exists m

any exam
ples of them

.  N
evertheless, few

 researchers have 
attem

pted to clarify their origin or study the transform
ations that have taken 

place. This paper begins by exam
inig som

e representative w
orks of H

ana -
gurum

a-zu, and show
s that this iconography w

as established at the K
an-ei 

era w
hen genre painting and ikebana becam

e popular. Secondly,it argues 
that these art w

orks can be classified into three periods according to icono -
graphical changes. In the first period, a H

anagurum
a is represented w

ithout 
hum

an figures in a tranquil and solem
n com

position on the golden ground 
in the w

ay it gives sacred (Sei). In the second period, this m
otif, often a part 

of w
hich is a dynam

ic com
position, is surrounded by m

any other luxurious 
objects and im

aginational persons. In the third period, the H
anagurum

a m
o -

tif is finally appreciated by w
ider social classes. Painted on different m

edia 
from

 golden screens to U
kiyo-e, it becam

e fully popularized as an attractive 
m

otif that w
as supposed to bring good luck.

K
ey W

ords:H
anagurum

a(flow
er cart),iconography,m

edia and place,Edo 
period,sacredness(Sei)

(22)
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図1　 作者不明 
「紅紫段花車破格子模様厚板唐織」 
18世紀、東京国立博物館蔵

図2　 狩野派「花車図杉戸絵」 
1634年、名古屋城蔵

図3　 作者不明「花車図杉戸絵」 
江戸時代、青蓮院蔵

図4　 渡辺了慶「花車図杉戸絵」 
江戸時代初期、西本願寺蔵
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図5　狩野派「花車図屏風」17世紀前半、真正極楽寺蔵

図6　 作者不明「女車曳図懸絵」 
1459年、大地主神社蔵図7　 狩野外記「祇園祭禮山鉾巡業図」 

1677年、修学院離宮蔵

図8　『祇園會細記』より「放下鉾」1757年
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図9　作者不明「花車図屏風」17世紀～ 18世紀、東京国立博物館蔵

図10　作者不明「花車図屏風」18世紀、新津市博物館蔵

図11　 作者不明「色絵金襴手婦女図大壷」
18世紀、所蔵先不明

図12　 作者不明「立花風俗図色紙」、 
（八枚のうち一枚）17世紀、個人蔵
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図13　狩野派 (狩野探雪とも )「花車図屏風」17世紀後半、ベルリン美術館蔵

図15　 作者不明「五彩麻姑献寿図皿」 
清時代～康煕年間（1662年～ 1722年）、 
東京国立博物館蔵

図14　狩野伯円「童児遊楽絵巻」(部分 )1714年前後、歴史民俗博物館蔵
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図16　 歌川国芳「手向杜若四季咲」1848年、
早稲田大学演劇博物館蔵

図17　 鈴木春信「吹き矢」(部分 )18世紀、 
大英博物館蔵

図18　 鳥居清長「唐子遊」18世紀、 
東京国立博物館蔵

図19　作者不明「花車図屏風」江戸時代後期、細見美術館蔵
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図20　 作者不明 
「三人唐子華車」(二面のうち一面 ) 

19世紀 (明治時代 )、 
東京国立博物館蔵

図21　 『新選御ひいなかた』より「花くるまのもやう」 
1667年

図22　 作者不明「白綸子地花車模様小袖」 
18世紀、東京国立博物館蔵

図23　 作者不明 
「紅白段枝垂桜花車文唐織」(部分 ) 
伝桃山時代、所蔵先不明
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